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❍実施概要                              

 

事 業 所 名：   特定非営利活動法人 ファミリールーム やべのファミリールーム 

報告作成日：     2024 年  11 月 6 日  （評価に要した期間 5 カ月間） 

評 価 機 関：   一般社団法人 日本保育者未来通信 

 

【評価方法】 

1．事業者自己評価  【実施期間：2024 年 6 月上旬～7 月中旬】 

・評価機関の担当者より、園長、主任へ第三者評価の主旨及び実施方法を説明。保育所版自己評価シート【共

通評価基準】及び【内容評価基準】については、施設長及び職員で協議し作成した。 

 

 

2．利用者家族アンケート  【実施期間：2024 年 6 月 27 日～2024 年 7 月 10 日】 

・配布：全園児の保護者（47 家族）に対して、園から配布。 

・回収：保護者が評価機関所定の回収袋に投函し回収。 

 

 

3．訪問実地調査  【実施日：2024 年 9 月 25 日、9 月 26 日】  

■9 月 25 日 

①1～5 歳児クラスの保育観察 

②書類調査～事業者面接調査（園長、主任） 

 

■9 月 26 日 

①0 歳児の保育観察 

②書類調査～事業者面接調査（園長、主任） 

 

 

4．利用者本人調査    【実施日：2024 年 9 月 25 日、9 月 26 日】  

・全日、各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については観察調査、幼児については観察と遊びの時間の際に、会話の中で適宜聞き取り調査を実施。 
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❍評価結果についての講評                         

（高く評価できる点、独自性のある点、今後期待される点、工夫改善点などについて総括） 

 

【施設の概要】 

 特定非営利活動法人ファミリールームが運営するやべのファミリールームは、ＪＲ京浜東北・根岸線 洋光

台駅より徒歩 5 分の場所にあり、周辺は住宅街に囲まれ、園庭を持った 2 階建ての園舎です。園の定員は 60

名（0~5 歳児）、開園時間は平日 7 時 00 分～19 時 15 分、土曜日 7 時 30 分~18 時 30 分です。 

門扉の前には掲示板があり、地域の催し物の紹介や、子育てに関する講座の紹介、親子の交流スペース等

の紹介をしています。門扉からスロープを上がり、玄関に入ると右手に事務所があります。事務所の前には

貸出用の絵本が絵本棚に収められています。また、木製のダイニングテーブルが置かれ、必要に応じてカー

テンを閉め、保護者の方とゆったりと話す場を設けたり、職員の作業や休憩スペースとすることができるな

ど、家庭的な雰囲気を感じます。廊下を進み右手には０，1 歳児クラスの保育室があります。０歳児と１歳児

クラスはパーテーションで区切られ、それぞれ独立したスペースを確保することで、一人ひとりのペースに

合わせて生活できるよう環境を整えています。部屋を入り保護者が支度をするスペースには、公園の写真と

遊具を紹介した散歩マップなどが掲示されています。廊下奥は給食室があり、給食室の前には給食の献立写

真や三食食品群の紹介をするなど、子どもたちが食に対して興味を持てるよう工夫しています。廊下の奥に

は、市が発行する子育てサポートのチラシや子育てに関する悩みの相談先等を示したチラシを置くなど、保

護者が手軽に情報を得られるよう工夫しています。 

 2 階に上がると、2～5 歳児クラスの保育室があります。保育室の前にはホワイトボードでお知らせなどを

伝えるとともに、写真と文書で園の活動の様子を伝えるノートが置かれ、保護者と園で、活動の様子を共有

する場にもなっています。2 歳児クラスと 3～5 歳児クラスはパーテーションで区切られています。3～5 歳

児は日頃から異年齢で過ごしますが、活動内容によっては、カーテンで仕切り、それぞれの年齢に合った活

動を行うことができる環境となっています。 
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1．高く評価できる点 

〇理念を踏まえ、さらなる安心・安全な保育の実現に向けて組織的な取り組みが行われています 

 園の保育理念は、「児童福祉法に基づき、子どもにとって最もふさわしい生活の場を保障し、愛護すると共

に最善の利益を守り、健全な心身の発達を図る」です。園では理念の実現に向けて、さまざまな取り組みが

実践されています。 

その中でも、「安心・安全に生活できる場の保障」に向けて、具体的な取り組みが行われています。園では、

以前から怪我が起こりそうな場面や怪我が起きた際に、ヒヤリ・ハット・事故報告書を記入して報告してい

ましたが、怪我の事例の収集を積極的に行うため、ケガの報告書を新たに導入しました。ケガの報告書は、

場所、ケガの種類、処置等について、選択肢から選び記録しやすくするとともに、状況について記載する書

式となっています。また、人のイラストが描かれ、ケガをした部分に印をつけることで、視覚的にケガをし

た場所を分かりやすく確認できるようになっています。導入後、職員の意識の向上や報告書の書きやすさも

踏まえ、事例が多く報告されるようになりました。報告内容については、5 月から 8 月に実施された職員会

議時に、日ごろの保育で提出されている、ケガの報告書、ヒヤリ・ハット事故報告書等の内容について共有

し、事故・ケガ・ヒヤリ・ハットの内容について、曜日、対象園児、場所、症状、状況別に一覧にしてまと

め、数値をグラフ化し検討しました。グラフではケガの発生場所、発生曜日、発生回数、発生時間帯を棒グ

ラフにすることで、視覚的にいつ、どこで、どのような時間帯にケガが起こりやすいかが分かりやすく示さ

れています。これらの検討内容を踏まえ、具体的な改善策につなげるとともに、怪我等の具体的な対策に取

り組むための中心になる係として、新たにリスクマネジメント委員会を設置しました。 

これらの取り組みにより、職員の意識の向上及びリスクマネジメント力の向上につながり、未然にケガを

防ぐことや、安心・安全な保育環境を整備するなど、理念を踏まえ、さらなる安心・安全な保育の実現に向

けて組織的な取り組みが行われています。 

 

 

2．独自に取り組んでいる点 

〇職員心得を作成し、さらなる質の高い保育の実現に向けて具体的な取り組みが行われています 

 職員心得の冒頭には、保育理念・保育方針・保育目標が記載され、理念・目標・方針をしっかり理解し、保

育にあたることが述べられています。心得では個人情報の遵守、人権、子どもの接し方の配慮、言葉遣い、

職員のコミュニケーション、職員会議の項目が設けられています。さらに、人権の項目には、人権を配慮し

た保育、子どもの人権を守るために、子どもへの接し方、子どもへの対応、ことばがけ等の項目が設けられ、

日々の保育内容に直結した具体的な配慮事項が記載されています。また、子どもの接し方の配慮の項目には、

手の引き方、おんぶの仕方、虐待について等の項目が設けられ、具体的な保育実践の内容について留意事項

が示されています。職員心得は入職時に読み合わせを行うとともに、必要に応じて月１回実視される職員会

議で再確認しています。また、月１回実視される、リーダー会議、クラス会議等において、指導計画の振り

返りをする際や、保育の状況や改善点について検討する際に必要に応じて見直すなど、質の高い保育の実現

に向けての具体的な指針となっています。今後、現在の職員心得に記載のある具体的な保育内容等について、
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保育業務マニュアルとして整備する計画が立てられ、さらなる質の高い保育の実現に向けた取り組みが予定

されています。 

 

 

3．工夫・改善が望まれる点 

〇保育所の資源を利用した、地域との定期的な交流の機会が望まれます 

園の中長期計画には５つの重点項目が設けられ、その一つに地域における公益的な取り組みが掲げられて

います。具体的な内容として、「地域子育て支援活動等を通して地域との連携、交流を進んで行う」、「地域の

実情や必要性をさぐり、地域の中の施設を目指すための取り組みに当たる」、｢実習生を受け入れられるよう

に体制を整備する｣ことなどが述べられています。 

現在､園では、地域の福祉向上のための取り組みとして、地域行事であるキャンドルナイトの開催場所とし

て施設を提供するなどの取り組みが行われています。今後は、経験年数が長く、保育経験が豊かな職員が多

く在籍する当園の強みを生かし、地域に向けた保育体験や給食体験などの子育て支援や近隣の高齢者施設等

との交流、また実習生の受け入れの実施など、さらなる地域への貢献と交流が期待されます。  
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❍利用者本人調査                           

【実施概要】 

【実施日：2024 年 9 月 25 日、9 月 26 日】 

・各クラスの保育観察を中心に、遊び、食事、排泄、午睡などを観察。 

・乳児については主に観察調査、幼児については観察と遊びの時間などに適宜聞き取り調査を実施。 

 

□0 歳児クラス 

 朝のおやつの時間です。１人用の椅子に座る子や、テーブルを囲んで座る子など、それぞれの子ども

に合った椅子に座り、おやつの歌を歌います。保育者の動作に合わせて、手をパチンとして、いただき

ますの挨拶をできる子もいました。コップで飲める子など、保育者は一人ひとりの発達に合わせて必要

な介助を行っていました。食べ終えた子から順に手を洗い隣の部屋に移動し、保育者とボール遊びを楽

しんだり、保育者の「上手」という声掛けと動作に合わせて、パチパチと嬉しそうに手を叩く様子など

が見られました。 

その後、公園に散歩へ行きました。保育者は帽子や靴下を履かせることを手伝いながら、出発の準備

をします。片付けの際は、保育者の「ないない」の声かけで、自分で玩具を棚に片付ける子どももいま

した。子どもたちは、園長先生に「行ってきます」のハイタッチをしてからベビーカーにのっていまし

た。４人乗りのバギーと、ベビーカー１台に乗り出発です。保育者は、所定の用紙に行き先や時間、人

数などを記入していました。 

門扉の外に出ると、ちょうど風が吹いてきて、気持ちよさそうに手を上げる子どもたち。「はぁー」と

子どもが言うと先生も真似て「はぁー」と応えていました。散歩中にショベルカーを発見し、ショベル

カーが動くのを見ると「あー」と指を差します。みんなで止まって少し工事の様子を見ました。横断歩

道のない小さい道が多いので、保育者は要所要所で車を確認してから移動します。 

公園に到着です。他の園の子どもも遊びに来ていて、にこやかに挨拶を交わしていました。1 人の保

育者はシートを敷いて子どもが座る場所を準備し始めました。もう 1 人の保育者は、公園内にタバコな

ど危険なものが落ちていないか確認し、危険物等を拾っていました。準備が整うと、子どもたちはそれ

ぞれ思い思いの遊びを楽しんでいました。保育者と手をつないで、公園を歩きどんぐりや石を拾ったり、

シートの上で砂遊びやわらべうたなどを保育者と楽しむ子どももいました。手遊びの歌に合わせ手や足

の裏へ刺激をしたり、シートを叩いてバンバンと音を楽しんだりします。手を叩いて真似する子もいま

した。歩いていた子が、猫じゃらしを持ってきて友だちにこちょこちょとする場面も見られました。 

しばらく遊んだ後、お茶を飲んで公園を出発です。道中では、保育者同士で、「自転車が通ります」「曲

がります」など声を掛け合うなど、常に安全面にも配慮しながら園に帰りました。 

 

□1 歳児クラス 

 観察日は天気も良く、園庭で一人ひとりの子どもが思い思いの遊びを十分に楽しむ姿が見られました。

保育者は籠に水筒を入れて園庭へ持ち出します。子どもたちは靴を履いて園庭に出ます。まだ、一人で

靴を履くことが難しい子どもには、自分で履きたいという気持ちを大切にし、少し見守りながらも、必

要に応じて援助をしていました。 

砂場では保育者の周りに集まって、1 つのバケツにみんなで砂を入れています。砂場の周りにプラス
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チックの囲いがあり、囲いを頑張って乗り越えている子どもや、保育者が手を引いて一緒に中に入る子

もいます。手作りの小さなカートに砂を入れる子どもや、カートを電車に見立てて引きながら園庭をぐ

るぐる回って楽しむ子どももいます。何人かの子どもが電車に見立てたカートを引きながら、「バイバ

イ」と言って手を振りながら園庭を回ります。途中で電車同士がぶつかりそうになる場面が見られると、

保育者は「前見てね」の声かけをするなど、常に安全面にも配慮しながら関わっていました。また、鉄

棒にぶら下がることができると、とてもうれしそうな表情を浮かべる子どももいました。その様子を見

ていた保育者がパチパチ手を叩いて喜ぶと、子どもも笑顔でパチパチと手を叩く様子も見られました。

園庭で、虫探しを楽しむ子どももいました。ありを見つけると、子どもが顔を見合わせうれしそうな表

情を浮かべていました。 

十分に遊んだ後、片付けの時間です。保育者が「ここに入れて」「もういいかい」と声を掛けます。「今

日はうどんだ」「お昼食べよう」「お腹すいたね」となどと声を掛けます。 

給食の時間です。エプロンをつけて給食の歌を歌い、挨拶をしてから食べ始めます。フォークが使え

る子どもや手づかみの子どももいますが、どの子も自分から食べようと意欲的です。保育者はその姿を

見守りながら、「これ好きだね」とか「お腹すいたね」「大人気だね」「おいしい？」と、楽しい食事の時

間となるよう配慮していました。また、「お皿を持つの上手だね」と器の持ち方などを褒める姿も見られ

ました。 

 

□2 歳児クラス 

観察日は天気が良く、園庭でみんなで砂遊びなどを楽しむ姿が見られました。砂場道具は子どもの人

数よりも十分な数が準備され、スコップやバケツを使って、一生懸命、砂を掘るなどの遊びを楽しんで

いました。夏の暑い期間の水遊びを終えて、久しぶりの砂遊びが楽しいようです。砂場の囲いの台に座

っている子はひっくり返りそうになる時もあるので、保育者が見守りながらも時折声を掛けたり、時々

子どもが鉄棒と滑り台に移動すると、保育者がすっと立って傍らにつくなど、安全面に配慮しながら関

わっていました。 

久しぶりの砂遊びということもあってか、子どもたちは夢中で砂遊びを楽しんでいます。容器いっぱ

いに砂を入れた子どもが、「見てみて」と保育者に話しかけています。「プリンかな」「温かい飲み物?」

「ジュースが欲しいなぁ」と、保育者は子どもの発想が広がるよう声をかけ、ままごと遊びを楽しんで

いました。手作りの小さなカートに、砂で作った食べものを入れて運んでいる子どもがいます。その様

子を見て、手作りの小さなカートを使いたいけれど、どうして良いかわからない子どもがいました。し

ばらくすると、保育者の傍に寄って行きます。保育者は、「もう一回回ってきたら言ってみようか」と話

して、一緒に順番を待っていました。 

十分に園庭で遊んだ後、昼食を食べ、昼寝の時間となります。食後の歯磨きは、自分でコップと歯ブ

ラシを取り、椅子に座って行います。席に着いて歯ブラシをもぐもぐしている子どもがいましたが、保

育者はその様子を見て介助していました。午睡の準備も始まり、トイレの入り口で着替えをして部屋の

半分に敷いてあるベッドで寝ます。着替えが終わり、ベッドの上でピョンピョンしている子たちには、

保育者が「ベッドではどうするのかな。ジャンプするところかな。あっ、かっこいいね。素敵だね」な

ど、どうすればいいのかを考えてもらうような声掛けをしていました。手洗い場やトイレが部屋から少

し離れているので、保育者は「〇〇ちゃん行きます」と声を掛け合って協力していました。食事の見守

り、手洗い、着替え、歯みがきの仕上げなど、午睡へ移行する時間は少し慌ただしくなる時間ですが、
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保育者は子ども一人ひとりの自分でやりたい気持ちや安全面などに配慮しながら、関わる姿が見られま

した。 

 

 

□３歳児、４歳児、５歳児クラス 

 3 歳児クラスは散歩の前に音楽に合わせて踊ることを楽しんでいました。保育者が音楽を流すと子ど

もたちは嬉しそうに踊り出します。保育者は前に立ち、「まねっこしてみてね」と伝えながら、「上、下、

横、手拍子、足踏み」など声を掛けながら、一緒に踊ることを楽しみます。時折、上手に踊れている子

に、「上手だね」と声を掛けたり、踊る前に気をつけの姿勢で待っている子に「上手に待ててるね」など

の声をかける姿が見られました。少し踊った後に、隊形移動を取り入れて踊ることとなりました。ビニ

ールテープを床に貼り、並ぶ場所を分かりやすくし、子どもたちに並ぶ場所を伝えます。前後に移動す

ることに戸惑っている子がいると、一人ひとりに対して移動する位置を教え、楽しめるよう関わってい

ました。 

 4，5 歳児クラスは、散歩の前に自由遊びを楽しんでいました。ぬり絵やお絵描きをしながら、「こっ

ちに行くよ」「行ってきます」など、描いたものを題材とした会話を楽しんだり、粘土遊びでは、休みの

日にお寿司屋さん出かけたことを話しながら、イクラなどのネタを作ったり、粘土を長く伸ばして、蛇

のようにして遊んだりする姿が見られました。カプラを囲むように並べて、バーベキューごっこをした

り、カプラをドミノのようにして倒すのを楽しんだり、また高く積み上げるなどの遊びを楽しんでいま

した。また、保育室には縫いさしや型はめ、音の違いやにおいの違い、数や平仮名などを学ぶことがで

きるモンテッソーリの教具が置かれ、自由に使える環境となっています。保育者は、子どもたちが会話

を楽しみながら粘土を楽しんだり、話し合いながら遊びを発展させる様子を見守りながら、必要に応じ

て援助していました。 

 それぞれの活動が終わると、3～5 歳児クラスで散歩に行きました。道中では、保育者が「手を挙げて

渡りましょう」「白い線の中を歩こうね」など交通ルールを伝えるとともに、安全面に配慮しながら公園

に向かいました。また、近隣の方に挨拶をするなど、地域の方と交流する場面も見られました。 

 公園に到着し、保育者が遊ぶ場所や遊び方などを伝えると、子どもたちは一斉に遊びはじめました。

ドングリ探しを始めると、ドングリを並べてお店屋さんごっこを楽しんだり、見つけたドングリを保育

者に伝え、うれしそうにする子どもの姿が見られました。また、ダンゴムシを探したり、落ち葉を手で

ちぎるのを遊ぶなど、虫や植物と触れながら楽しむ姿が見られました。保育者がシャボン玉を始めると、

子どもたちは嬉しそうに、シャボン玉を追いかけるのを楽しんでいました。途中で転んでしまう子がい

ると、保育者と子どもが駆け寄り「大丈夫」と声を掛けると、次第に転んでしまった子も落ち着いて、

再び遊ぶ姿が見られました。また、子どもの一人が「線鬼する人」などと声を掛けると、子どもたちが

集まってきます。子どもたちは遊びながら、自分たちで少しルールを変えながら遊ぶなど、遊びを発展

させながら遊んでいました。保育者は子どもの様子を見ながら、必要に応じて「途中で抜ける時は、や

めるって言うといいね」など必要な援助を行っていました。また、適宜子どもの人数の確認や公園内で

危険な場所を伝えるなど、安全面にも配慮しながら見守る姿が見られました。子どもたちは、一人ひと

りが好きな遊びを十分に楽しむとともに、自然と異年齢で交流しながら遊ぶ姿が見られました。 
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共通評価基準（45 項目）Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織 

1 理念・基本方針 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 理念、基本方針が確立・周知

されている 

1 理念、基本方針が明文化され周知

が図られている。 

□理念、基本方針が法人、保育所内の文書や広

報媒体（パンフレット、ホームページ等）に記

載されている。 

□理念は、法人、保育所が実施する保育の内容

や特性を踏まえた法人、保育所の使命や目指す

方向、考え方を読み取ることができる。 

□基本方針は、法人の理念との整合性が確保さ

れているとともに、職員の行動規範となるよう

具体的な内容となっている。 

□理念や基本方針は、会議や研修会での説明、

会議での協議等をもって、職員への周知が図ら

れている。 

□理念や基本方針は、わかりやすく説明した資

料を作成するなどの工夫がなされ、保護者等へ

の周知が図られている。 

□理念や基本方針の周知状況を確認し、継続的

な取組を行っている。 

□理念や基本方針を保護者会等で資料をもと

に説明している。（保育所） 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・園の理念や基本方針は、パンフレットやホームペー

ジ等に記載されています。また、事務所内には理念、

玄関には保育目標が掲示され、職員及び保護者への周

知が図られています。 

・保育理念は「児童福祉法に基づき、子どもにとって

最もふさわしい生活の場を保障し、愛護するとともに

最善の利益を守り、健全な心身の発達を図る」を含め

た 3 つの理念が掲げられています。理念をもとに、「子

どもの主体的な発達要求・意欲を発揮させるよう支援

する」等の 2 つの保育方針、「心身ともにゆたかな子

ども」等の 5 つの保育目標が定められ、保育所の使命

や目指す方向、考え方を読み取ることができます。 

・全体的な計画には社会的責任、人権尊重、説明責任、

情報保護、苦情処理・解決について、また、保育の方

法や保育者の心がけが具体的に示され、職員会議等を

通して周知が図られています。 

・年 2 回実施される運営委員会では、半期分の保育活

動についてまとめた資料を作成し、園の理念や方針に

もとづいた、具体的な活動内容を伝えています。また、

保護者懇談会では、重要事項説明書を通して、園の理

念や方針について伝える取り組みが行われています。 

 

 

2 経営状況の把握 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 経営環境の変化等に適切に対

応している 

2 事業経営をとりまく環境と経営状

況が的確に把握・分析されている。 

 

 

 

 

・社会福祉事業全体の動向については、市や区からの

通知等を通して随時把握するとともに、園長会、子育

て支援連絡会、要保護児童対策協議会などの会議に参

加して把握しています。 
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□社会福祉事業全体の動向について、具体的に

把握し分析している。 

□地域の各種福祉計画の策定動向と内容を把

握し分析している。 

□子どもの数・利用者（子ども・保護者）像等、

保育のニーズ、潜在的利用者に関するデータを

収集するなど、法人（保育所）が位置する地域

での特徴・変化等の経営環境や課題を把握し分

析している。 

□定期的に保育のコスト分析や保育所利用者

の推移、利用率等の分析を行っている。 

 

B 

 

 

A 

 

・地域の各種福祉計画等については、年に３回実施さ

れる市の園長会等への出席、年 2 回実施される子育て

支援連絡会、幼保小連携会議への出席を通して、把握

に努めています。一例として、少子化や産休・育児の

取得等に伴い、園が所在する地域においても、０歳児

の入所率の低下等について把握しています。また市が

発行する「いそピヨニュースレター」を通して、市の

子育てサポートシステム等について把握しています。 

・コスト分析については、経理担当者である、理事長

が毎月行っています。中長期計画及び単年度計画で

は、事業所における施設整備や財務計画を重点項目と

して取り上げ、具体的な取り組みにつなげています。 

3 経営課題を明確にし、具体的な取

り組みを進めている。 

□経営環境や保育の内容、組織体制や設備の整

備、職員体制、人材育成、財務状況等の現状分

析にもとづき、具体的な課題や問題点を明らか

にしている。 

□経営状況や改善すべき課題について、役員

（理事・監事等）間での共有がなされている。 

□経営状況や改善すべき課題について、職員に

周知している。 

□経営課題の解決・改善に向けて具体的な取組

が進められている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

 

・経営課題については、年２回実施される理事会や年

２回実施される運営委員会等で検討されています。ま

た、理事長、施設長、主任で適宜話し合いの機会を設

け、具体的な課題や問題点を明らかにするよう努めて

います。今後は、話し合われた内容について記録する

とともに、振り返りの際に活用することが期待されま

す。 

・経営課題の一つとして、経営基盤の充実、強化、安

定が挙げられ、中長期計画に重点項目として明示され

ています。課題内容等については、必要事項を選定し

たうえで、職員会議で周知し、職員会議録に記録して

います。一例として、園内の備品・物品を整理するこ

とで、必要購入物を明確にし、経費の削減につなげま

した。また、エアコンの使用方法等を共有することで、

光熱費の抑制につなげる等の取り組みが行われてい

ます。 

 

3 事業計画の策定 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 中・長期的なビジョンと計画

が明確にされている 

4 中・長期的なビジョンを明確にし

た計画が策定されている。 

□中・長期計画において、理念や基本方針の実

 

 

 

 

・中長期計画を策定し、毎年見直しを行っています。

計画では、策定に至る背景及び目的、計画期間、重点

項目が記載されています。背景及び目的では、「保育の

質を向上し、選ばれる園になること」を課題として記

載し、重点項目の具体的な内容につなげています。重
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現に向けた目標（ビジョン）を明確にしている。 

□中・長期計画は、経営課題や問題点の解決・

改善に向けた具体的な内容になっている。 

□中・長期計画は、数値目標や具体的な成果等

を設定することなどにより、実施状況の評価を

行える内容となっている。 

□中・長期計画は必要に応じて見直しを行って

いる。 

 

B 

 

A 

 

 

点項目では、「経営基盤の充実、強化、安定」「事業所

における施設整備等」「人材の育成と確保」「地域にお

ける公益的な取り組み」「財務計画」の５つが挙げられ

ています。 

・重点項目の中の一つである人材の育成と確保から、

保育業務マニュアルの見直しを進めています。一例と

して、早番の仕事であるベビーカーの準備やプールの

設営準備などの方法について、保管場所等も検討し短

時間で実施できるようにすることで、出勤時間の改善

につなげました。 

5 中・長期計画を踏まえた単年度の

計画が策定されている。 

□単年度の計画には、中・長期計画の内容を反

映した単年度における事業内容が具体的に示

されている。 

□単年度の事業計画は、実行可能な具体的な内

容となっている。 

□単年度の事業計画は、単なる「行事計画」に

なっていない。 

□単年度の事業計画は、数値目標や具体的な成

果等を設定することなどにより、実施状況の評

価を行える内容となっている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・単年度計画には、中長期計画の内容を反映した単年

度における事業内容が具体的に示されています。一例

として、中長期計画策定の背景及び目的に記載されて

いる、「保育の質を向上し、選ばれる園になること」を

踏まえ、保護者のニーズに応え、市の「にもつ軽がる

保育園」事業を利用し、紙おむつ、使い捨てエプロン

のサブスクリプションサービスを導入し、保護者と保

育士の負担の軽減につなげました。また、単年度計画

における重点目標の一つに、「集団的一律的保育園で

はなく、モンテッソーリ教育を取り組んでいく」が掲

げられ、施設長、主任保育士、モンテッソーリ担当職

員で、月２回の会議を実施し、具体的な取り組みにつ

なげています。 

（２） 事業計画が適切に策定されて

いる 

6 事業計画の策定と実施状況の把握

や評価・見直しが組織的に行われ、職

員が理解している。 

□事業計画が、職員等の参画や意見の集約・反

映のもとで策定されている。 

□計画期間中において、事業計画の実施状況

が、あらかじめ定められた時期、手順にもとづ

いて把握されている。 

□事業計画が、あらかじめ定められた時期、手

順にもとづいて評価されている。 

□評価の結果にもとづいて事業計画の見直し

を行っている。 

□事業計画が、職員に周知（会議や研修会にお

ける説明等が）されており、理解を促すための

 

 

B 

 

 

 

B 

 

・事業計画は、職員会議、職員面談、運営委員会等を

通して、職員や保護者の意向を確認し、策定されてい

ます。 

・事業計画には、「子どもの精神的安定を図るととも

に、生活習慣の体得を図る」「保護者とのコミュニケー

ションを大切にし、共に成長を見守る土壌を作る」を

含めた５つの項目が掲げられています。項目に関連す

る実施状況については、職員会議、リーダー会議で把

握するとともに、理事会及び運営委員会において評

価、反省を行い次年度の計画につなげています。一例

として、昨年度の計画の評価反省を踏まえ、登降園シ

ステムの変更に取り組んでいます。 

・今後は、職員会議等を通して事業計画を職員に周知

するなど、理解を促すための取り組みが期待されま

す。 
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取組を行っている。 

7 事業計画は、保護者等に周知され、

理解を促している。 

□事業計画の主な内容が、保護者等に周知（配

布、掲示、説明等）されている。 

□事業計画の主な内容を保護者会等で説明し

ている。 

□事業計画の主な内容を分かりやすく説明し

た資料を作成するなどの方法によって、保護者

等がより理解しやすいような工夫を行ってい

る。 

□事業計画については、保護者等の参加を促す

観点から周知、説明の工夫を行っている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・事業計画書は、重要事項説明書とともに保護者閲覧

ファイルで保管され、共有スペースに置き、いつでも

閲覧できる体制が整えられています。 

・事業計画の主な内容については、入園説明会や保護

者懇談会、運営委員会で保護者に周知しています。 

・事業計画の主な内容を分かりやすく説明した資料と

して、園だよりの他に、年２回実施される運営委員会

及び保護者懇談会の配布資料が挙げられます。 

・年度の初めに運営委員会において、事業計画を配布

し周知に努めています。 

 

 

4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 質の向上に向けた取組が組織

的・計画的に行われている 

8 保育の質の向上に向けた取組が組

織的に行われ、機能している。 

□組織的に PDCA サイクルにもとづく保育の

質の向上に関する取組を実施している。 

□保育の内容について組織的に（C：Check）を

行う体制が整備されている。 

□定められた評価基準にもとづいて、年に 1 回

以上自己評価を行うとともに、第三者評価等を

定期的に受審している。 

□評価結果を分析・検討する場が、組織として

位置づけられ実行されている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

 

・年間保育指導計画、月案、月間個別指導計画、週案

日誌等の各種保育計画については、担当職員が作成、

振り返りを実施し、主任が評価をしています。 

・日々の保育については、月 1 回実施される職員会議、

リーダー会議、フロアー会議、クラス会議等で振り返

り、次の計画に反映させることで、保育の質の向上に

つなげています。また、月２回実施される、モンテッ

ソーリ会議では、モンテッソーリ環境の作り方、活動

の進め方等について、施設長、主任、モンテッソーリ

担当職員で振り返りが行われています。また、年間の

行事については、各行事担当者が行事計画書を作成

し、実施後には反省欄に振り返りを記載するととも

に、職員会議等を通して、担当職員が中心となり職員

全体で振り返りを行っています。 

・年に１回、園独自で作成した自己評価内容にもとづ

いて、全職員が自己評価を実施し、評価実施後に面談

を行うことで、結果を分析・検討する場として位置付

けています。また、5 年に 1 回外部の第三者評価を受

けています。評価の結果は市のホームページで公表さ

れ、園内掲示もしています。 
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9 評価結果にもとづき保育所として

取組むべき課題を明確にし、計画的な

改善策を実施している。 

□評価結果を分析した結果やそれにもとづく

課題が文書化されている。 

□職員間で課題の共有化が図られている。 

□評価結果から明確になった課題について、職

員の参画のもとで改善策や改善計画を策定す

る仕組みがある。 

□評価結果にもとづく改善の取組を計画的に

行っている。 

□改善策や改善の実施状況の評価を実施する

とともに、必要に応じて改善計画の見直しを行

っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・年に１回、全職員が実施する自己評価は、自己評価

集計として数値化されるとともに、自己評価まとめと

して文書化されています。文書化では、「本年度、自分

の課題として取り組んだことや心掛けたこと」「今年

度のこれまでの成果」等の項目ごとにまとめられてい

ます。今後は、文書化された内容について、各職員の

振り返り内容とともに、園全体での取り組み内容等に

ついて検討し、文書化されることが期待されます。 

・外部の第三者評価の結果は職員会議で共有していま

す。共有された内容にもとづいて、具体的な改善につ

なげています。一例として、嘔吐物処理について園内

研修を実施し、改めて実施方法や配慮事項等について

共有しました。 

 

 

Ⅱ 組織の運営管理 

１ 管理者の責任とリーダーシップ 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 管理者の責任が明確にされて

いる 

10 施設長は、自らの役割と責任を

職員に対して表明し理解を図ってい

る。 

□施設長は、自らの保育所の経営・管理に関す

る方針と取組を明確にしている。 

□施設長は、自らの役割と責任について、保育

所内の広報誌等に掲載し表明している。 

□施設長は、自らの役割と責任を含む職務分掌

等について、文書化するとともに、会議や研修

において表明し周知が図られている。 

□平常時のみならず、有事（災害、事故等）に

おける施設長の役割と責任について、不在時の

権限委任等を含め明確化されている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

 

・園長の役割については、組織および職務権限規程に

示され、職員会議や園内研修等を通して、自らの役割

と責任について表明しています。具体的には、所属職

員のすべてを監督する、行政機関とのあらゆる交渉を

行う、保育活動における総括的指導等が記載されてい

ます。組織および職務権限規程は事務所内にファイリ

ングしてあり、職員がいつでも閲覧できるよう整備さ

れています。 

・有事（災害、事故等）における園長の役割と責任及

び不在時の主任への権限委任等については、組織およ

び職務権限規程の組織構造及び組織機能に示されて

います。園長不在時は、主任に委任します。また、災

害時や感染症流行時も保育の業務を続けていくため

の計画である、業務継続計画(BCP)を策定し、整備し

ています。業務継続計画には、それぞれの担当の業務

分担が明記されています。 
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11 遵守すべき法令等を正しく理解

するための取組を行っている。 

□施設長は、遵守すべき法令等を十分に理解し

ており、利害関係者（取引事業者、行政関係者

等）との適正な関係を保持している。 

□施設長は、法令遵守の観点での経営に関する

研修や勉強会に参加している。 

□施設長は、環境への配慮等も含む幅広い分野

について遵守すべき法令等を把握し、取組を行

っている。 

□施設長は、職員に対して遵守すべき法令等を

周知し、また遵守するための具体的な取組を行

っている。 

 

 

B 

 

 

B 

・園長は遵守すべき法令等を正しく理解するために、

顧問の社会保険労務士による指導や助言を受け、労務

規定や各種手続き等における理解を深めています。 

・園長は法令順守の観点から、市や区で開催される研

修に積極的に参加しています。今後、リスクマネジメ

ント講習、初任保育所長等研修に参加する予定が立て

られています。今後は、中長期計画で重点項目に挙げ

られている、「経営基盤の充実、強化、安定」を踏まえ、

経営等も含む幅広い分野について遵守すべき法令等

を把握することが期待されます。 

・職員心得の中で、個人情報の遵守、人権に配慮した

保育などを示し、より具体的に子どもとの接し方の配

慮する点や、言葉遣いについて記載され、職員会議等

を通して伝えるなど、遵守すべき法令等を周知し、ま

た遵守するための具体的な取り組みにつなげていま

す。 

（２） 管理者のリーダーシップが発

揮されている 

12 保育の質の向上に意欲をもち、

その取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、保育の質の現状について定期的、

継続的に評価・分析を行っている。 

□施設長は、保育の質に関する課題を把握し、

改善のための具体的な取組を明示して指導力

を発揮している。 

□施設長は、保育の質の向上について組織内に

具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極

的に参画している。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

意見を反映するための具体的な取組を行って

いる。 

□施設長は、保育の質の向上について、職員の

教育・研修の充実を図っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・園長は、月 1 回実施される職員会議、リーダー会議、

給食会議に出席するとともに、月２回実施されるモン

テッソーリ会議に出席し、保育の状況や改善点等につ

いて確認しています。また、日ごろから保育観察を行

い、観察した内容等について主任との情報共有をして

います。必要に応じて、観察された内容について、直

接担任に確認することなどを通して、保育の質の現状

を継続的に評価・分析を行っています。 

・園長は、食事の対応、事故の対応について園内研修

を行うとともに、具体的に目指す姿を職員会議やクラ

ス会議などで伝えることで、組織内において保育の質

の向上に関する具体的な体制の構築につなげました。

また、事故の対応では、事故報告書やケガ報告書の書

式を見直し、書きやすくすることで提出数が増え、ま

た提出された内容について、園内研修を行い、具体的

な改善につなげています。さらに、リスクマネジメン

ト係の設置にもつなげました。 

・園長は、職員が希望した研修を受講できるよう、シ

フト体制等を配慮しています。 

13 経営の改善や業務の実効性を高

める取組に指導力を発揮している。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、人事、労務、財務等を踏まえ分析を

 

 

 

 

・園長は、経営の改善や業務の実効性の向上に向けて、

人事、労務、財務等を踏まえた分析を、経理担当者で

ある理事長と共に行っています。 

・園長は、組織の理念や基本方針の実現に向けて、人
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行っている。 

□施設長は、組織の理念や基本方針の実現に向

けて、人員配置、職員の働きやすい環境整備等、

具体的に取り組んでいる。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性の向上

に向けて、組織内に同様の意識を形成するため

の取組を行っている。 

□施設長は、経営の改善や業務の実効性を高め

るために組織内に具体的な体制を構築し、自ら

もその活動に積極的に参画している。 

 

B 

 

A 

員配置、職員の働きやすい環境整備等、具体的に取り

組んでいます。一例として、配置基準以上の職員体制

を整えることで、日々の保育業務へのゆとりや有給休

暇の取得のしやすさにつなげています。また、育児規

程の見直し、未就学児をもつ職員が働きやすい新たな

勤務シフトの設定を行いました。 

・園長は、組織内に同様の意識を形成するための取り

組みの一つとして、月２回のモンテッソーリ会議を開

催し、自らもその活動に積極的に参加しています。会

議では、モンテッソーリ環境の作り方、活動の進め方

等について、主任、モンテッソーリ担当職員と検討し

ています。 

 

 

２ 福祉人材の確保・育成 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 福祉人材の確保・育成計画、

人事管理の体制が整備されている 

14 必要な福祉人材の確保・定着等

に関する具体的な計画が確立し、取組

が実施されている。 

□必要な福祉人材や人員体制に関する基本的

な考え方や、福祉人材の確保と育成に関する方

針が確立している。 

□保育の提供に関わる専門職の配置、活用等、

必要な福祉人材や人員体制について具体的な

計画がある。 

□計画にもとづいた人材の確保や育成が実施

されている。 

□法人（保育所）として、効果的な福祉人材確

保（採用活動等）を実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方

や、福祉人材の確保と育成に関する方針は、中長期計

画、事業計画等に記載されています。中長期計画には、

人材の育成と確保の項目が設けられ、職員の資質向上

に当たって、キャリアアップ研修への参加や園内研修

の開催、及び必要に応じて外部研修会に参加するこ

と、また希望者にはモンテッソーリ教師の資格取得を

推奨することが記載されています。現在、園にはモン

テッソーリ教員の資格のある職員が 3 名在籍してい

ます。 

・計画にもとづいた人材の確保や育成が実施されてい

ます。キャリアアップ研修等、研修受講歴は職員ごと

の受講歴が一覧として管理されています。 

・効果的な福祉人材確保（採用活動等）として、人材

紹介会社の活用や保育士養成校等への求人掲載を実

施しています。 

15 総合的な人事管理が行われてい

る。 

□法人（保育所）の理念・基本方針にもとづき

「期待する職員像等」を明確にしている。 

□人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等

 

 

 

 

・「期待する職員像等」については、職員心得の中で、

望ましい保育としての資質や態度、勤務の心得、職員

のコミュニケーションなどの項目で具体的に示され

ています。 

・人事基準（採用、配置、異動、昇進・昇格等に関す
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に関する基準）が明確に定められ、職員等に周

知されている。 

□一定の人事基準にもとづき、職員の専門性や

職務遂行能力、職務に関する成果や貢献度等を

評価している。 

□職員処遇の水準について、処遇改善の必要性

等を評価・分析するための取組を行っている。 

□把握した職員の意向・意見や評価・分析等に

もとづき、改善策を検討・実施している。 

□職員が、自ら将来の姿を描くことができるよ

うな総合的な仕組みづくりができている。 

 

B 

 

 

A 

 

る基準）については、就業規則に明確に定められ、入

職時に説明しています。就業規則は事務所内のファイ

ルに保管し、いつでも閲覧できるよう整備されていま

す。 

・勤務状況、面談等により、職員の専門性や職務遂行

能力、職務に関する成果や貢献度等を評価していま

す。賃金水準については、市職員の採用時賃金を参考

にし、各職員の貢献度に応じて提示しています。職員

から質問等があった際は、随時理事長、園長、主任で

協議し、説明しています。 

・キャリアアップ研修等、各職員の研修受講歴を一覧

として管理しています。一覧で管理することで、今後

受講予定の研修の見通しが立ち、職員が自ら将来の姿

を描くことができるような総合的な仕組みづくりの

一環となっています。見通しの立つ仕組みづくりもあ

り、園では、7 年以上勤務している職員が多く在籍し

ています。 

（２） 職員の就業状況に配慮がなさ

れている 

16  職員の就業状況や意向を把握

し、働きやすい職場づくりに取組んで

いる。 

□職員の就業状況や意向の把握等にもとづく

労務管理に関する責任体制を明確にしている。 

□職員の有給休暇の取得状況や時間外労働の

データを定期的に確認するなど、職員の就業状

況を把握している。 

□職員の心身の健康と安全の確保に努め、その

内容を職員に周知している。 

□定期的に職員との個別面談の機会を設ける、

職員の悩み相談窓口を組織内に設置するなど、

職員が相談しやすいような組織内の工夫をし

ている。 

□職員の希望の聴取等をもとに、総合的な福利

厚生を実施している。 

□ワーク・ライフ・バランスに配慮した取組を

行っている。 

□改善策については、福祉人材や人員体制に関

する具体的な計画に反映し実行している。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・職員の就業状況については、園長が管理しています。

時間外労働については毎月確認し、時間外労働時間を

できる限り減らし、勤務時間内で作業できるよう取り

組んでいます。有給休暇については、取得しやすいシ

フト体制等を整えることで高い取得率となっていま

す。 

・年 2 回の園長面談を行うとともに、必要に応じて随

時面談を実施し、職員の心身の健康と安全の確保に努

めています。 

・市の勤労者福祉共済である「ハマふれんど」に全職

員が加入しています。職員の子どもが入学した際に、

入学祝金の支給や施設利用の際の割引券の支給など

があります。 

・ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組みとし

て、産休明けの職員は子どもが満 3 歳になるまでは６

時間勤務にしたことや、３歳から６歳未満までの子ど

もを持つ職員で保育所の送迎がある際は、８時から１

８時までの間での 7.5 時間勤務にするなど、子どもを

持つ職員が働きやすいシフト制度を導入しました。 

・福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅力を高

める取り組みとして、有給休暇が取得しやすい職場づ

くりに努めています。入職した直後から有給休暇を取
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□福祉人材の確保、定着の観点から、組織の魅

力を高める取組や働きやすい職場づくりに関

する取組を行っている。 

得できる体制を取り入れています。また、日ごろから

互いが助け合う考え方や雰囲気作りをすることで、取

得しやすく、有給休暇の消化率が高くなっています。 

（３） 職員の質の向上に向けた体制

が確立されている 

17 職員一人ひとりの育成に向けた

取組を行っている。 

□組織として「期待する職員像」を明確にし、

職員一人ひとりの目標管理のための仕組みが

構築されている。 

□個別面接を行う等保育所の目標や方針を徹

底し、コミュニケーションのもとで職員一人ひ

とりの目標が設定されている。 

□職員一人ひとりの目標の設定は、目標項目、

目標水準、目標期限が明確にされた適切なもの

となっている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、中

間面接を行うなど、適切に進捗状況の確認が行

われている。 

□職員一人ひとりが設定した目標について、年

度当初・年度末（期末）面接を行うなど、目標

達成度の確認を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

・「期待する職員像」は、就業規則、事業計画、職員心

得などに明示しています。職員心得では、「職員のコミ

ュニケーション」「勤務の心得」「身だしなみについて」

「安全保育環境整備」等の項目が設けられ、具体的な

内容が記載されています。 

・半期ごとに個別面談を実施し、職員一人ひとりの育

成に向けた取り組みにつなげています。現在、職員一

人ひとりの目標の設定は、各職員が作成しています。

今後は、個別面談の中で、コミュニケーションのもと

で職員一人ひとりの目標が設定することが期待され

ます。その際に、現在見直しが行われている、自己評

価票や目標設定シートを使用し、適切に進捗状況の確

認を行うことが望まれます。 

 

18 職員の教育・研修に関する基本

方針や計画が策定され、教育・研修が

実施されている。 

□保育所が目指す保育を実施するために、基本

方針や計画の中に、「期待する職員像」を明示

している。 

□現在実施している保育の内容や目標を踏ま

えて、基本方針や計画の中に、保育所が職員に

必要とされる専門技術や専門資格を明示して

いる。 

□策定された教育・研修計画にもとづき、教育・

研修が実施されている。 

□定期的に計画の評価と見直しを行っている。 

□定期的に研修内容やカリキュラムの評価と

見直しを行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・「期待する職員像」は、職員心得等に示され、「職員

のコミュニケーション」「勤務の心得」「身だしなみに

ついて」「安全保育環境整備」等の項目ごとに、具体的

な内容を明示しています。また、組織および職務権限

規程には施設長、主任、保育担当リーダー等、職務ご

とに園が職員に必要とされる専門技術等について明

示しています。 

・研修受講履歴一覧にもとづき、教育・研修が実施さ

れています。キャリアアップ研修では、職員が毎年専

門分野別研修の一分野を受講できるよう、シフト等の

体制を整えています。また、キャリアアップ研修以外

に、園内研修や必要に応じ外部研修を受講していま

す。 

・研修計画については、提出された研修報告書をもと

に年度末に見直し、次年度の研修内容に反映させてい

ます。 
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19 職員一人ひとりの教育・研修の

機会が確保されている。 

□個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取

得状況等を把握している。 

□新任職員をはじめ職員の経験や習熟度に配

慮した個別的な OJT が適切に行われている。 

□階層別研修、職種別研修、テーマ別研修等の

機会を確保し、職員の職務や必要とする知識・

技術水準に応じた教育・研修を実施している。 

□外部研修に関する情報提供を適切に行うと

ともに、参加を勧奨している。 

□職員一人ひとりが、教育・研修の場に参加で

きるよう配慮している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況

等については、個人面談等を通して確認し把握してい

ます。 

・水遊びの安全確保、救急対応訓練、119 番通報訓練、

嘔吐処理訓練、リスクマネジメント、モンテッソーリ

教育など、日々の具体的な保育内容について、新任職

員をはじめ、経験や習熟度にあわせた OJT が行われ

ています。 

・勤務時間内に市が配信する動画を視聴するなど、職

員一人ひとりが、教育・研修の場に参加できるよう配

慮しています。 

・研修に関する案内等は、職員連絡ファイルや事務所

内に掲示するなど、外部研修に関する情報提供を適切

に行うとともに、参加を勧奨しています。 

（４） 実習生等の福祉サービスに関

わる専門職の研修・育成が適切に行わ

れている 

20 実習生等の保育に関わる専門職

の研修・育成について体制を整備し、

積極的な取組をしている。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

に関する基本姿勢を明文化している。 

□実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成

についてのマニュアルが整備されている。 

□専門職種の特性に配慮したプログラムを用

意している。 

□指導者に対する研修を実施している。 

□実習生については、学校側と、実習内容につ

いて連携してプログラムを整備するとともに、

実習期間中においても継続的な連携を維持し

ていくための工夫を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・中長期計画には、地域における公益的な取り組みと

いう項目が設けられ、実習生を受け入れられるように

体制を整備することが明記されています。今後は、計

画にもとづき、保育に関わる専門職の研修・育成につ

いてのマニュアルの整備、指導者に対する研修の実施

等が期待されます。 
 

 

 

３ 運営の透明性の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 運営の透明性を確保するため

の取組が行われている 
  

・保育所の基本理念や保育内容については、ホームペ

ージに具体的な内容とともに写真を掲載し、分かりや
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21 運営の透明性を確保するための

情報公開が行われている。 

□ホームページ等の活用により、法人、保育所

の理念や基本方針、保育の内容、事業計画、事

業報告、予算、決算情報が適切に公開されてい

る。 

□保育所における地域の福祉向上のための取

組の実施状況、第三者評価の受審、苦情・相談

の体制や内容について公表している。 

□第三者評価の受審結果、苦情・相談の体制や

内容にもとづく改善・対応の状況について公表

している。 

□法人（保育所）の理念、基本方針やビジョン

等について、社会・地域に対して明示・説明し、

法人（保育所）の存在意義や役割を明確にする

ように努めている。 

□地域へ向けて、理念や基本方針、事業所で行

っている活動等を説明した印刷物や広報誌等

を配布している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

すく説明しています。保育内容の一例として、英語で

遊ぼう、安心・安全な給食の提供と食育、プレイパー

クでの遊びを紹介しています。また、保護者様専用ペ

ージを設け、事業計画、運営委員会報告などを掲載し

ています。 

・第三者評価の受審結果は、市のホームページや評価

機関のホームページ等で公開するとともに、園内掲示

を行っています。 

・年に１回、全職員が実施する自己評価は、自己評価

集計として数値化されるとともに、自己評価まとめと

して文書化されています。自己評価はファイルで保管

し、園の玄関に常備することで保護者がいつでも閲覧

できるよう整備されています。また、苦情相談窓口と

して、相談・苦情受付担当者を主任、相談・苦情解決

責任者を施設長として明記し、玄関に掲示していま

す。 

・地域へ向けた、理念や基本方針、事業所で行ってい

る活動等を説明した印刷物や広報誌等を配布する一

環として、区の担当課へ重要事項説明書を送付してい

ます。また、区役所のロビーに、園の紹介ポスターを

掲示する期間があり、模造紙 1 枚分の手作りのポスタ

ーを作成して貼り出しています。 

・園における地域の福祉向上のための取り組みとし

て、地域行事であるキャンドルナイトの開催場所とし

て施設を提供しています。また今年度は、園の基本理

念などが書かれたパンフレットを、参加者が自由に持

ち帰ることができるようにするなど、社会や地域に対

して、園の役割を明確にするよう努めています。 

22 公正かつ透明性の高い適正な経

営・運営のための取組が行われてい

る。 

□保育所における事務、経理、取引等に関する

ルール、職務分掌と権限・責任が明確にされ、

職員等に周知している。 

□保育所における事務、経理、取引等について

内部監査を実施するなど、定期的に確認されて

いる。 

□保育所の事業、財務について、外部の専門家

による監査支援等を実施している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・園における事務、経理、取引等に関するルールにつ

いては、組織および職務権限規程に示されています。

規定内の組織機能の項目で、事務担当が明示され、組

織構造で施設長が直属として監督することが示され

ています。 

・園の事業、財務について、顧問税理士等、外部の専

門家による監査支援等を定期的に実施しています。 

・市の監査を受け、事務、経理、取引などについて、

指導事項にもとづいて改善をしています。運営面にお

いては、市の指導にもとづき、水遊びかプール遊びか

を明確にするなどの取り組みにつなげました。 
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□外部の専門家による監査支援等の結果や指

摘事項にもとづいて、経営改善を実施してい

る。 

 

 

４ 地域との交流、地域貢献 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 地域との関係が適切に確保さ

れている 

23 子どもと地域との交流を広げる

ための取組を行っている。 

□地域との関わり方について基本的な考え方

を文書化している。 

□活用できる社会資源や地域の情報を収集し、

掲示板の利用等で保護者に提供している。 

□子どもの個別的状況に配慮しつつ地域の行

事や活動に参加する際、職員やボランティアが

支援を行う体制が整っている。 

□保育所や子どもへの理解を得るために、地域

の人々と子どもとの交流の機会を定期的に設

けるなどの取組を行っている。 

□個々の子ども・保護者のニーズに応じて、地

域における社会資源を利用するよう推奨して

いる。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・地域との関わり方についての基本的な考え方は、中

長期計画、全体的な計画に記載されています。中長期

計画では、地域における公益的な取り組みを重点項目

として挙げ、地域子育て支援活動等を通して地域との

連携、交流を進んで行う、地域の実情や必要性をさぐ

り、地域の中の施設を目指すための取り組みに当たる

ことが記載されています。 

・活用できる社会資源などは園外掲示版や各クラスの

保護者向けボードに貼り出し、保護者に提供していま

す。一例として、病児保育、ファミリーサポートセン

ターの講座、地域の催し物などがあります。 

・園や子どもへの理解を得るために、地域の人々と子

どもとの交流の機会を定期的に設けるなどの取り組

みを行っています。一例として、近隣の老人施設との

交流が予定されています。 

・個々のこども・保護者のニーズに応じて、ファミリ

ーサポートセンター、療育センター、区の相談窓口等

の社会資源を利用するよう推奨しています。 

24 ボランティア等の受入れに対す

る基本姿勢を明確にし体制を確立し

ている。 

□ボランティア受入れに関する基本姿勢を明

文化している。 

□地域の学校教育等への協力について基本姿

勢を明文化している。 

□ボランティア受入れについて、登録手続、ボ

ランティアの配置、事前説明等に関する項目が

記載されたマニュアルを整備している。 

□ボランティアに対して子どもとの交流を図

る視点等で必要な研修、支援を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

B 

・ボランティア受入れに関する基本姿勢については、

中長期計画の重点項目の一つである、地域における公

益的な取り組みの中に、小中学生の職業体験を引き続

き受け入れていくことが明記されています。また、「ボ

ランティア・職業体験・実習をされる方へ」というリ

ーフレットに示されています。今後は、ボランティア

受入れについて、登録手続、ボランティアの配置、事

前説明等に関する項目が記載されたマニュアルを整

備することが期待されます。 

・毎年、中学校職業体験の受け入れを実施しています。

職業体験では、年長、年中クラスの保育を体験し、体

験後に振り返りの時間を設けることで、子どもとの交
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□学校教育への協力を行っている。 流を図る視点等で必要な研修、支援につなげていま

す。 

（２） 関係機関との連携が確保され

ている。 

25 保育所として必要な社会資源を

明確にし、関係機関等との連携が適切

に行われている。 

□当該地域の関係機関・団体について、個々の

子ども・保護者の状況に対応できる社会資源を

明示したリストや資料を作成している。 

□職員会議で説明するなど、職員間で情報の共

有化が図られている。 

□関係機関・団体と定期的な連絡会等を行って

いる。 

□地域の関係機関・団体の共通の問題に対し

て、解決に向けて協働して具体的な取組を行っ

ている。 

□地域に適当な関係機関・団体がない場合に

は、子ども・保護者のアフターケア等を含め、

地域でのネットワーク化に取り組んでいる。 

□家庭での虐待等権利侵害が疑われる子ども

への対応について、要保護児童対策地域協議会

への参画、児童相談所など関係機関との連携が

図られている。（保育所） 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・地域の社会資源として、散歩マップを玄関に掲示す

るとともに、各クラスの掲示版に張り出しています。 

・子育て支援連絡会、要保護児童対策地域協議会、町

づくり協議会、幼保小教育交流事業への参加など、関

係機関・団体と定期的な連絡会等を行っています。連

絡会等を通して、地域の関係機関・団体の共通の問題

に対して、解決に向けて協働して具体的な取り組みに

つなげています。一例として、区の幼保小連携事業で

は、年に 2 回、1 年生と年長児との交流を実施してい

ます。交流では、小学校に近い公園に、３園の年長児

と小学１年生の 3 クラスが集まり一緒に遊ぶなどの

交流が行われました。 

・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応

について、要保護児童対策地域協議会への参加、区の

子ども家庭支援課との連携が図られています。虐待等

権利侵害が疑われる際は、虐待予防、早期発見の対応

マニュアルにもとづいて対応しています。 

（３） 地域の福祉向上のための取組

を行っている。 

26 地域の福祉ニーズ等を把握する

ための取組が行われている。 

□保育所（法人）が実施する事業や運営委員会

の開催、関係機関・団体との連携、地域の各種

会合への参加、地域住民との交流活動などを通

じて、地域の福祉ニーズや生活課題等の把握に

努めている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・地域の福祉向上のための取り組みとして、園長が子

育て支援連絡会、要保護児童対策協議会、まちづくり

協議会、幼保小教育交流事業会議、養護児童対策地域

協議会に参加し、地域の福祉ニーズの把握に努めてい

ます。また、保護者代表 2 名、園長、保育主任が参加

し年 2 回実施される運営委員会にて、地域の生活課題

等の把握及び情報収集に努めています。 

 

27 地域の福祉ニーズ等にもとづく

公益的な事業・活動が行われている。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定

められた社会福祉事業にとどまらない地域貢

献に関わる事業・活動を実施している。 

□把握した福祉ニーズ等にもとづいた具体的

 

 

 

 

 

 

・把握した福祉ニーズ等にもとづいて、法で定められ

た社会福祉事業にとどまらない地域貢献に関わる事

業・活動につなげています。一例として、地域におけ

る子ども同士の交流の場の必要性を踏まえ、洋光台ま

ちづくり協議会青少年夢環境部会が主催する、地域プ

レイパークに参加しています。地域プレイパークで
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な事業・活動を、計画等で明示している。 

□多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみ

ならず、地域コミュニティの活性化やまちづく

りなどにも貢献している。 

□保育所（法人）が有する福祉サービスの提供

に関するノウハウや、専門的な情報を、地域に

還元する取組を積極的に行っている。 

□地域の防災対策や、被災時における福祉的な

支援を必要とする人びと、住民の安全・安心の

ための備えや支援の取組を行っている。 

B B 
は、毎月駅前の公園で遊びの場が提供され、近隣園と

の交流の場にもなっています。今後は、保育経験が豊

かな職員が多く在籍する当園の強みを生かし、地域に

向けた保育体験や給食体験など、さらなる地域への貢

献が期待されます。 

・多様な機関等と連携して、社会福祉分野のみならず、

地域コミュニティの活性化やまちづくりなどにも貢

献しています。一例として、地域イベントである洋光

台キャンドルナイトに、園児が作品を作って参加する

とともに、同イベントの開催場所として施設を提供し

ています。 

 

 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

１ 利用者本位の福祉サービス 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 利用者を尊重する姿勢が明示

されている 

28 子どもを尊重した保育について

共通の理解をもつための取組を行っ

ている。 

□理念や基本方針に、子どもを尊重した保育の

実施について明示し、職員が理解し実践するた

めの取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理

綱領」や規程等を策定し、職員が理解し実践す

るための取組を行っている。 

□子どもを尊重した保育に関する基本姿勢が、

個々の保育の標準的な実施方法等に反映され

ている。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、組織で勉強会・研修を実施している。 

□子どもの尊重や基本的人権への配慮につい

て、定期的に状況の把握・評価等を行い、必要

な対応を図っている。 

□子どもが互いを尊重する心を育てるための

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どもを尊重した保育の実践については、保育理念

に明示するとともに、全体的な計画、職員心得に明示

し、職員が理解し実践するための取り組みが行われて

います。 

・子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理綱領」

や規程等については、職員心得に示され、入職時に読

み合わせを行っています。 

・子どもを尊重した保育に関する基本姿勢は、職員心

得の「人権を配慮した保育」、「子どもの人権を守るた

めに」、「子どもへの接し方」等の項目に具体的な内容

が記載され、月案、週案、行事の企画書などに反映さ

れています。 

・子どもの尊重や基本的人権への配慮について、組織

で勉強会・研修を実施しています。一例として、全国

保育士会が作成した「人権擁護のためのチェックリス

ト」を入職時に確認するとともに、園内研修で再確認

をしています。また、全職員が市の配信する保育教育

施設研修動画である「より良い保育のために」を視聴

しています。 

・子どもが互いを尊重する心を育てるための具体的な
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具体的な取組を行っている。（保育所） 

□性差への先入観による固定的な対応をしな

いように配慮している。（保育所） 

□子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する

心について、その方針等を保護者に示すととも

に、保護者も理解を図る取組を行っている。（保

育所） 

 
取り組みの一環として、異年齢での交流を大切にして

います。具体的には、朝夕の合同保育で、3 歳から 5

歳児クラス全員で過ごす時間を設けるなどの取り組

みが行われています。 

・性差への先入観による固定的な対応をしないよう、

男女で分ける遊び方をしないことや、製作物の色で男

女を分けるなどを行わないなどの取り組みが行われ

ています。また、職員心得では、男女共同参画社会の

項目が設けられ、性別による固定的な役割分業意識を

植え付けない、性別にとらわれずに、個性を尊重し、

子どもの可能性を伸ばす保育を行うことが示されて

います。 

・子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する心につ

いて、職員心得の中で、子どもの国籍や、文化の違い

を認め、互いに尊重する心を育てるように配慮するこ

とが示されています。保護者には重要事項説明書等を

通して伝えています。 

29 子どものプライバシー保護に配

慮した保育が行われている。 

□子どものプライバシー保護について、社会福

祉事業に携わる者としての姿勢・責務等を明記

した規程・マニュアル等が整備され、職員への

研修によりその理解が図られている。 

□規程・マニュアル等にもとづいて、プライバ

シーに配慮した福祉サービスが実施されてい

る。 

□一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふ

さわしい快適な環境を提供し、子どものプライ

バシーを守れるよう設備等の工夫を行ってい

る。 

□子ども・保護者にプライバシー保護に関する

取組を周知している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・子どものプライバシー保護については、「職員心得」

等に記載され、入職時に読み合わせを行うなど、職員

への研修によりその理解が図られています。また、園

内研修では、市が配信する動画「より良い保育のため

に」を視聴し、社会福祉事業に携わる者としての姿勢・

責務等について理解が図られています。 

・着替えの際は、カーテンを閉める、衝立を立てる等、

外部から見えないよう配慮することや、おねしょ等で

衣服が濡れてしまった際は、シャワーカーテンの中で

着替えるなど、規程・マニュアル等にもとづいて、プ

ライバシーに配慮した福祉サービスが実施されてい

ます。また着替えの際は、カーテンを閉める、衝立を

立てる等、外部から見えないよう配慮しています。 

・プライバシーの保護に関する内容については、重要

事項説明書等に記載され、入園時に説明するととも

に、保護者より同意書をいただいています。 

（２） 福祉サービスの提供に関する

説明と同意（自己決定）が適切に行わ

れている 

30 利用希望者に対して保育所選択

に必要な情報を積極的に提供してい

る。 

 

 

 

 

 

 

・園の理念や方針等については、ホームページや園紹

介のパンフレットに記載されています。園の内容や保

育所の特性等を紹介したパンフレットは、区役所にデ

ータを送信し閲覧できる体制を整えるなど、公共施設

等の多くの人が入手できる取り組みにつなげていま

す。 
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□理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性

等を紹介した資料を、公共施設等の多くの人が

入手できる場所に置いている。 

□保育所を紹介する資料は、言葉遣いや写真・

図・絵の使用等で誰にでもわかるような内容に

している。 

□保育所の利用希望者については、個別にてい

ねいな説明を実施している。 

□見学等の希望に対応している。 

□利用希望者に対する情報提供について、適宜

見直しを実施している。 

B A 
・園を紹介するホームページは、園舎や施設内の様子、

具体的な保育内容等について、写真を多く取り入れる

ことで、誰にでもわかるような内容となっています。 

・園見学については、電話、ホームページで受け付け

を行い、見学等の希望に対応し、個別にていねいな説

明を実施しています。 

・利用希望者に対する情報提供については、ホームペ

ージ等を使用し実施しています。変更等があれば、適

宜見直しが実施されています。 

31 保育の開始・変更にあたり保護

者等にわかりやすく説明している。 

□保育の開始及び保育内容の変更時の説明と

同意にあたっては、保護者等の意向に配慮して

いる。 

□保育の開始・変更時には、保護者等がわかり

やすいように工夫した資料を用いて説明して

いる。 

□説明にあたっては、保護者等が理解しやすい

ような工夫や配慮を行っている。 

□保育の開始・変更時には、保護者等の同意を

得たうえでその内容を書面で残している。 

□特に配慮が必要な保護者への説明について

ルール化され、適正な説明、運用が図られてい

る。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・入園前の入園説明会、個人面談の際に園のパンフレ

ットや重要事項説明書を通して説明しています。園の

パンフレットや重要事項説明書は、保護者等がわかり

やすいように工夫されています。一例として、重要事

項説明書に記載されている持ち物リストは、各クラス

で必要な持ち物が一覧として示されるとともに、イラ

ストを掲載しています。また、説明の際は持ち物の見

本を用意するなど、保護者等が理解しやすいような工

夫や配慮を行っています。 

・アレルギー等に関する内容については、アレルギー

対応マニュアル等に沿って、説明し運用しています。 

32 保育所等の変更にあたり保育の

継続性に配慮した対応を行っている。 

□保育所等の変更にあたり、保育の継続性に配

慮した手順と引継ぎ文書を定めている。 

□保育所の利用が終了した後も、保育所として

子どもや保護者等が相談できるように担当者

や窓口を設置している。 

□保育所の利用が終了した時に、子どもや保護

者等に対し、その後の相談方法や担当者につい

て説明を行い、その内容を記載した文書を渡し

ている。 

 

 

B 

 

 

B 

・保育所の変更にあたり、転園されてきた際は、保護

者との個人面談の中で、転園前の園での様子を把握し

ています。今後は、把握された内容について所定の記

録用紙を準備し、記録していく計画が立てられていま

す。 

・保育所の利用が終了した後の相談窓口は、主任を基

本としています。利用終了後も、保育所として子ども

や保護者等が相談できるように、いつでも来園できる

ことを懇談会や卒園式等を通して伝えています。今後

は転園、卒園後の相談受付先について記述した文書等

を渡すなどの取り組みが期待されます。 
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（３） 利用者満足の向上に努めてい

る 

33 利用者満足の向上を目的とする

仕組みを整備し、取組を行っている。 

□日々の保育のなかで、子どもの満足を把握す

るように努めている。（保育所） 

□保護者に対し、利用者満足に関する調査が定

期的に行われている。 

□保護者への個別の相談面接や聴取、保護者懇

談会が、利用者満足を把握する目的で定期的に

行われている。 

□職員等が、利用者満足を把握する目的で、保

護者会等に出席している。 

□利用者満足に関する調査の担当者等の設置

や、把握した結果を分析・検討するために、検

討会議の設置等が行われている。 

□分析・検討の結果にもとづいて具体的な改善

を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・日々の保育内容について、月１回実施される職員会

議やリーダー会議、クラス会議等を通して、子どもの

表情や様子などについて職員間で情報を共有するこ

とで、子どもの満足等を把握するよう努めています。 

・保護者に対し、年４回実施される行事後にアンケー

トを実施するなど、利用者満足に関する調査が定期的

に行われています。また、利用者満足を把握する目的

の一環として、年に１回の個人面談、年に２回のクラ

ス懇談会を実施しています。 

・年に２回、各クラスの保護者委員、園長、主任、保

育士、第三者委員及び、必要に応じて看護師、栄養士

が出席して行われる、運営委員会を実施しています。

運営委員会で出された意見について検討し、具体的な

改善につなげています。一例として、市の「にもつ軽

がる保育園」事業を利用し、紙おむつ、使い捨てエプ

ロンのサブスクリプションサービスを導入し、保護者

と保育士の負担の軽減につなげました。 

 

（４） 利用者が意見等を述べやすい

体制が確保されている 

34 苦情解決の仕組みが確立してお

り、周知・機能している。 

□苦情解決の体制（苦情解決責任者の設置、苦

情受付担当者の設置、第三者委員の設置）が整

備されている。 

□苦情解決の仕組みをわかりやすく説明した

掲示物が掲示され、資料を保護者等に配布し説

明している。 

□苦情記入カードの配布やアンケート（匿名）

を実施するなど、保護者等が苦情を申し出しや

すい工夫を行っている。 

□苦情内容については、受付と解決を図った記

録を適切に保管している。 

□苦情内容に関する検討内容や対応策につい

ては、保護者等に必ずフィードバックしてい

る。 

□苦情内容及び解決結果等は、苦情を申し出た

保護者等に配慮したうえで、公表している。 

□苦情相談内容にもとづき、保育の質の向上に

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・苦情解決の体制については、保育内容に関する相談・

苦情窓口として、受付担当を主任とし、解決責任者を

園長としています。また、2 名の第三者委員を設置し、

所属先と連絡先を知らせています。これらの内容は入

園時に配布する重要事項説明書に記載があるととも

に、玄関の共有スペースに掲示し、ホームページにも

掲載しています。 

・保護者が苦情を申し出しやすい工夫の一環として、

玄関に意見箱を設置しています。 

・苦情内容については、所定用紙に記録し、事務所内

のファイルに適切に保管されています。 

・苦情内容に関する検討内容や対応策については、苦

情を申し出た保護者等に個別に具体的な改善策等を

伝えています。また、園全体に関連する内容について

は、必要に応じて園だより等を通して伝えています。

一例として、スパンコールなどの飾りがついた服は、

他児に怪我をさせてしまう可能性があるため、着用を

止めて欲しいという意見が寄せられました。内容につ

いて検討し、登園の際は、華美でなく、汚れても良い

服装で登園することについて、改めて周知しました。

また、3 歳～5 歳児クラスの子どもには、理由を添え
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関わる取組が行われている。 て、クラス担任より登園時の服装について伝えまし

た。 

35 保護者が相談や意見を述べやす

い環境を整備し、保護者等に周知して

いる。 

□保護者が相談したり意見を述べたりする際

に、複数の方法や相手を自由に選べることをわ

かりやすく説明した文書を作成している。 

□保護者等に、その文章の配布やわかりやすい

場所に掲示する等の取組を行っている。 

□相談をしやすい、意見を述べやすいスペース

の確保等の環境に配慮している。 

 

 

B 

 

 

A 

・保護者が相談したり意見を述べたりする際の窓口と

して、重要事項説明書に相談・苦情受付担当について

は主任、また必要に応じて園長や第三者委員などの複

数の相手を選べることが記載され、面接、電話、文書

などの方法で相談ができることが記載しています。 

・相談をしやすい、意見を述べやすいスペースの確保

等として、事務所前にカーテン付きの相談スペースを

設けました。スペースを設けたことで、月に 1、2 件

の相談を受けることにつながりました。 

36 保護者からの相談や意見に対し

て、組織的かつ迅速に対応している。 

□職員は、日々の保育の提供において、保護者

が相談しやすく意見を述べやすいように配慮

し、適切な相談対応と意見の傾聴に努めてい

る。 

□意見箱の設置、アンケートの実施等、保護者

の意見を積極的に把握する取組を行っている。 

□相談や意見を受けた際の記録の方法や報告

の手順、対応策の検討等について定めたマニュ

アル等を整備している。 

□職員は、把握した相談や意見について、検討

に時間がかかる場合に状況を速やかに説明す

ることを含め迅速な対応を行っている。 

□意見等にもとづき、保育の質の向上に関わる

取組が行われている。 

□対応マニュアル等の定期的な見直しを行っ

ている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・職員は保護者が相談しやすく意見を述べやすいよう

に、保護者の意見を尊重し、否定的な言葉や態度は取

らないよう意識し、意見の傾聴に努めています。また、

日ごろの子どもの様子等について、連絡帳や送迎時の

コミュニケーションで共有することに配慮していま

す。 

・夏祭り、運動会、発表会等の全クラスの保護者が参

加する行事について、実施後にアンケートを実施する

など、保護者の意見を積極的に把握する取り組みを行

っています。 

・相談や意見を受けた際の記録の方法や報告の手順と

して、苦情は主任から園長に伝え、翌日には職員で共

有し速やかに対応を検討する仕組みとなっています。

検討に時間がかかる場合には、期限を定め返答する旨

を伝えるなど、迅速な対応を行っています。 

（５） 安心・安全な福祉サービスの

提供のための組織的な取組が行われ

ている 

37 安心・安全な福祉サービスの提

供を目的とするリスクマネジメント

体制が構築されている。 

□リスクマネジメントに関する責任者の明確

化（リスクマネジャーの選任・配置）、リスクマ

ネジメントに関する委員会を設置するなどの

 

 

 

 

 

 

 

 

・5 月から 8 月に実施された職員会議時に、日ごろの

保育で提出されている、ケガの報告書、ヒヤリ・ハッ

ト事故報告書等の内容について共有し、事故・ケガ・

ヒヤリ・ハットの内容について、曜日、対象園児、場

所、症状、状況別に一覧にしてまとめ、数値をグラフ

化し検討しました。検討内容を踏まえ、具体的な改善

策につなげるとともに、怪我等の具体的な対策に取り

組むための中心になる係として、新たにリスクマネジ

メント委員会を設置しました。 
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体制を整備している。 

□事故発生時の対応と安全確保についての責

任、手順（マニュアル）等を明確にし、職員に

周知している。 

□子どもの安心と安全を脅かす事例の収集が

積極的に行われている。 

□収集した事例をもとに、職員の参画のもとで

発生要因を分析し、改善策・再発防止策を検討・

実施する等の取組が行われている。 

□職員に対して、安全確保・事故防止に関する

研修を行っている。 

□事故防止策等の安全確保策の実施状況や実

効性について、定期的に評価・見直しを行って

いる。 

B A 
・事故発生時の対応と安全確保について、緊急対応マ

ニュアル、安全管理マニュアル等で明確にし、職員に

周知しています。毎月実施される避難訓練では、マニ

ュアルに沿ってねらいを定め実施されています。一例

として、救急車要請の必要性がある場合の対応訓練、

火災発生場所別の避難経路の把握、水遊び中の避難方

法を知るなどのねらいに沿った訓練が実施されてい

ます。 

・以前はヒヤリ・ハット・事故報告書を記入して報告

していましたが、怪我の事例の収集を積極的に行うた

め、ケガの報告書を新たに作成し実施したところ事例

が多く報告されました。報告内容について園内研修と

して取り組み、再発防止策の検討につなげています。 

・事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性につ

いて、主任を中心に随時見直しを行っています。安全

チェックリストは室内用と園庭用があり、月に１回実

施するとともに、現実に即したチェック項目に反映す

るなどの取り組みが行われています。 

38 感染症の予防や発生時における

子どもの安全確保のための体制を整

備し、取組を行っている。 

□感染症対策について、責任と役割を明確にし

た管理体制が整備されている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を作成し、職員に周知徹底している。 

□担当者等を中心にして、定期的に感染症の予防

や安全確保に関する勉強会等を開催している。 

□感染症の予防策が適切に講じられている。 

□感染症の発生した場合には対応が適切に行

われている。 

□感染症の予防と発生時等の対応マニュアル

等を定期的に見直している。 

□保護者への情報提供が適切になされている。

（保育所） 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・感染症対策については、安全管理マニュアルの中に

感染症対応、まん延防止マニュアル、嘔吐物処理各担

当手順として明記され、職員に周知しています。現在、

業務継続計画（BCP）として総合的な管理体制として

整備する取り組みが行われています。 

・感染症の予防策として、日ごろから手洗い消毒の徹

底を行うとともに、感染症等について保健だよりで伝

えるなどの取り組みが行われています。感染症が発生

した際は、玄関のホワイトボード等で感染状況につい

て周知するなど、保護者への情報提供が適切になされ

ています。 

・感染症の発生した場合に適切な対応ができるよう、

園内研修で嘔吐物処理について実技研修を行ってい

ます。また、嘔吐処理セットを常備し、迅速に対応で

きるよう整備されています。 

39 災害時における子どもの安全確

保のための取組を組織的に行ってい

る。 

□災害時の対応体制が決められている。 

□立地条件等から災害の影響を把握し、建物・

 

 

 

 

・災害時の対応体制については、安全管理マニュアル

の中の災害時対応マニュアルに記載されています。マ

ニュアルに沿って毎月避難訓練を行い、クラスごとの

反省・評価を行うとともに、全体の反省・評価を行っ

ています。今後、業務継続計画（BCP）として総合的
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設備類、保育を継続するために必要な対策を講

じている。 

□子ども、保護者及び職員の安否確認の方法が

決められ、すべての職員に周知されている。 

□食料や備品類等の備蓄リストを作成し、管理

者を決めて備蓄を整備している。 

□防災計画等整備し、地元の行政をはじめ、消

防署、警察、自治会、福祉関係団体等と連携す

るなど、体制をもって訓練を実施している。 

 

B 

 

A 

な管理体制として整備する取り組みが行われていま

す。食料や備品類等の管理については、備品は主任、

食料は調理職員が担当し、定期的に内容を見直すなど 

適切な管理が行われています。 

・落下防止策として、日ごろから滑り止めマットを敷

く、棚の上にはものを置かないなどの対策を講じてい

ます。 

・連絡アプリ・メールによる配信により、子ども、保

護者、職員の安否を確認できる体制が整っています。 

 

 

２ 福祉サービスの質の確保 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

（１） 提供する福祉サービスの標準

的な実施方法が確立している 

40 保育について標準的な実施方法

が文書化され保育が提供されている。 

□標準的な実施方法が適切に文書化されてい

る。 

□標準的な実施方法には、子どもの尊重、プラ

イバシーの保護や権利擁護に関わる姿勢が明

示されている。 

□標準的な実施方法について、研修や個別の指

導等によって職員に周知徹底するための方策

を講じている。 

□標準的な実施方法にもとづいて実施されて

いるかどうかを確認する仕組みがある。 

□標準的な実施方法により、保育実践が画一的

なものとなっていない。（保育所） 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

 

・保育についての標準的な実施方法については、職員

心得に記載されています。職員心得には、人権を配慮

した保育、子どもへの接し方、ことばがけ、保護者対

応等の項目が設けられ、具体的な内容が記載されてい

ます。今後、保育業務マニュアルとして整備する予定

です。その際に、子どもの尊重やプライバシーの保護

権利擁護に関わる姿勢を取り入れる計画です。 

・標準的な実施方法にもとづいて実施されているかど

うかを確認する仕組みとして、月１回実施される職員

会議、リーダー会議、フロアー会議、クラス会議等で

保育の状況や改善点等について検討しています。 

・標準的な実施方法により、保育実践が画一的なもの

となっていないかについて、園長、主任は月間個別指

導計画、個別日誌等を通して確認しています。 

41 標準的な実施方法について見直

しをする仕組みが確立している。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しに関

する時期やその方法が組織で定められている。 

□保育の標準的な実施方法の検証・見直しが定

期的に実施されている。 

□検証・見直しにあたり、指導計画の内容が必

要に応じて反映されている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・保育の標準的な実施方法の検証・見直しについては、

毎年 10 月頃に実施される、市の指導監査の時期に、

園長と主任による定期的な見直しが行われています。

一例として、市の指導監査において、水遊びかプール

遊びかを明確にした上で活動を行う必要性について

助言があり、水遊び予定表を水遊び・プール遊び予定

表に作り替えるなどの取り組みにつなげました。 

・見直しについては、月 1 回実施される職員会議の内
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□検証・見直しにあたり、職員や保護者等から

の意見や提案が反映されるような仕組みにな

っている。 

容や、年 2 回実施される運営委員会の内容を踏まえる

など、職員や保護者等からの意見や提案が反映される

ような仕組みになっています。 

（２） 適切なアセスメントにより福

祉サービス実施計画が策定されてい

る 

42 アセスメントにもとづく指導計

画を適切に策定している。 

□指導計画策定の責任者を設置している。 

□アセスメント手法が確立され、適切なアセス

メントが実施されている。 

□さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保

育所以外の関係者が参加して、アセスメント等

に関する協議を実施している。 

□全体的な計画にもとづき、指導計画が策定さ

れている。（保育所） 

□子どもと保護者等の具体的なニーズ等が、個

別の指導計画等に明示されている。（保育所） 

□計画の策定にあたり、さまざまな職種の関係

職員、必要に応じて保育所以外の関係者が参加

しての合議、保護者の意向把握と同意を含んだ

手順を定めて実施している。 

□指導計画にもとづく保育実践について、振返

りや評価を行う仕組みが構築され、機能してい

る。（保育所） 

□支援困難ケースへの対応について検討し、積

極的かつ適切な保育の提供が行われている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・指導計画は各担任が作成し、主任が確認しています。

策定の責任者として園長を設置しています。 

・園長、主任が保護者と入園前面談を行い、子どもの

様子や家庭状況等についてヒアリングを行い、適切な

アセスメントにつなげています。ヒアリング内容等に

ついては、職員会議で情報共有が行われています。 

・さまざまな職種の関係職員、必要に応じて保育所以

外の関係者が参加して、アセスメント等に関する協議

を実施しています。一例として、療育センター職員に

よる巡回訪問時に、子どもの様子について協議し、適

切なアセスメントにつなげるなどの取り組みが行わ

れています。 

・全体的な計画にもとづき、各種指導計画が作成され

ています。個別指導計画は、離乳食等について保護者

の話を踏まえ、栄養士と保育士が協議し作成していま

す。また、アレルギー対応では看護師も参加し協議す

るなど、子どもと保護者の具体的なニーズを個別の指

導計画に活かしています。 

・指導計画にもとづく保育実践について、振返りや評

価を行う仕組みとして、月 1 回実施される職員会議、

クラス会議等が構築され、機能しています。 

・支援困難ケースへの対応については、職員会議やフ

ロアー会議、クラス会議などで具体的な対応策につい

て協議し、適切な保育の提供につなげています。 

43 定期的に指導計画の評価・見直

しを行っている。 

□指導計画の見直しについて、見直しを行う時

期、検討会議の参加職員、保護者の意向把握と

同意を得るための手順等、組織的な仕組みを定

めて実施している。 

□見直しによって変更した指導計画の内容を、

関係職員に周知する手順を定めて実施してい

る。 

□指導計画を緊急に変更する場合の仕組みを

整備している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・指導計画の見直しについては、全体的な計画、年間

保育指導計画、月間指導計画等の各種指導計画を通し

て見直しを行う時期が定められ、実施されています。

各種指導計画は、年度末、年度初めに作成しています。 

・見直しによって変更した指導計画の内容は、クラス

会議や職員連絡ファイルに記載し、事務所内に掲示し

て伝えています。 

・指導計画を緊急に変更する際は、直接園長に報告す

る、または主任を通して園長に報告する仕組みになっ

ています。 

・指導計画の評価・見直しの内容は、クラスの担当者
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□指導計画の評価・見直しにあたっては、標準

的な実施方法に反映すべき事項、子ども・保護

者のニーズ等に対する保育・支援が十分ではな

い状況等、保育の質の向上に関わる課題等が明

確にされている。 

□評価した結果を次の指導計画の作成に生か

している。（保育所） 

間で共有され、次の指導計画の作成に生かしていま

す。 

 

（３） 福祉サービス実施の記録が適

切に行われている 

44 子どもに関する保育の実施状況

の記録が適切に行われ、職員間で共有

化されている。 

□子どもの発達状況や生活状況等を、保育所が

定めた統一した様式によって把握し記録して

いる。 

□個別の指導計画等にもとづく保育が実施さ

れていることを記録により確認することがで

きる。 

□記録する職員で記録内容や書き方に差異が

生じないように、記録要領の作成や職員への指

導等の工夫をしている。 

□保育所における情報の流れが明確にされ、情

報の分別や必要な情報が的確に届くような仕

組みが整備されている。 

□情報共有を目的とした会議の定期的な開催

の取組がなされている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・子どもの発達状況や生活状況は、個別指導計画、個

人記録、保育日誌、健康記録、連絡帳など定められた

書式によって記録され、保管されています。 

・個別指導計画に基づく保育が実施されていることを

記録ファイルにより確認することができます。 

・記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じない

ように、主任がすべての提出書類に目を通し、必要に

応じて指導しています。 

・情報の分別については、園長が情報の内容を判断し、

事務室の掲示板等で周知するなどの取り組みが行わ

れています。 

・情報共有を目的とした会議として、月 1 回実施され

る職員会議、フロアー会議、クラス会議、給食会議、

リーダー会議など、定期的な開催の取り組みがなされ

ています。 

・保育所における情報の流れが明確にされ、情報の分

別や必要な情報が的確に届くような仕組みの一環と

して、職員同士で共有したい内容を記載する職員連絡

ファイルを作成しています。連絡ファイルは職員全員

が閲覧でき、休んだ職員が勤務していない日の内容を

確認することができるなど、情報が的確に届くような

仕組みが整備されています。 

45 子どもに関する記録の管理体制

が確立している。 

□個人情報保護規程等により、子どもの記録の

保管、保存、廃棄、情報の提供に関する規定を

定めている。 

□個人情報の不適正な利用や漏えいに対する

対策と対応方法が規定されている。 

□記録管理の責任者が設置されている。 

□記録の管理について個人情報保護の観点か

ら、職員に対し教育や研修が行われている。 

 

 

B 

 

 

A 

・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関

しては、安全管理マニュアルの中の個人情報管理規定

で定めています。 

・児童票、発達記録等、個人情報を含む書類は、事務

所の施錠できる書庫に保管しています。記録管理の責

任者は園長とし、園長の許可を得て閲覧する仕組みが

整備されるなど、個人情報の不適正な利用や漏えいに

対する対策が講じられています。 

・記録の管理について、個人情報保護の観点から、職

員心得の中に、個人情報の遵守の項目を設け、具体的
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□職員は、個人情報保護規程等を理解し、遵守

している。 

□個人情報の取扱いについて、保護者等に説明

している。 

な配慮事項が記載されています。記載内容について

は、職員会議で定期的に再確認することで、職員に対

し教育や研修が行われています。 

・個人情報の取扱いについては、入園時に重要事項説

明書等を使用して、保護者に説明し同意を得ていま

す。 
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内容評価基準（20 項目）A－Ⅰ 保育内容 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(１)  全体的な計画の作成

1．保育所の理念、保育の方針や目標

に基づき、子どもの心身の発達や家庭

及び地域の実態に応じて全体的な計

画を作成している。 

□全体的な計画は、児童憲章、児童の権利に関

する条約、児童福祉法、保育所保育指針などの

趣旨をとらえて作成している。 

□全体的な計画は、保育所の理念、保育の方針

や目標に基づいて作成している。 

□全体的な計画は、子どもの発達過程、子ども

と家庭の状況や保育時間、地域の実態などを考

慮して作成している。 

□全体的な計画は、保育に関わる職員が参画し

て作成している。 

□全体的な計画は、定期的に評価を行い、次の

作成に生かしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

B 

 

 

・全体的な計画は、保育理念を、「児童福祉法に基づ

き、子どもにとって最もふさわしい生活の場を保障

し、愛護すると共に最善の利益を守り、健全な心身の

発達を図る」「子どもを育てる喜びを保護者とともに

共有しつつ、地域に開かれた育児文化の拠点としての

役割を果たしていく」「保育士の専門的知識、技術、判

断をもって対応し、子どもを保育する」とし、児童憲

章、児童の権利に関する条約、児童福祉法、保育所保

育指針などの趣旨をとらえて作成しています。 

・全体的な計画は、月齢や保育時間等、子どもの発達

過程、子どもと家庭の状況や保育時間などを考慮して

作成しています。                  

・全体的な計画は、毎月実施される、リーダー会議、

フロアー会議、クラス会で話し合われた内容に基づい

て主任が定期的な評価を行い、作成しています。今後

は、月 1 回実施される職員会議等を通して、さらに職

員が参画して、全体的な計画を作成されることが期待

されます。 

 

 

 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－１－(２)  環境を通して行う保

育、養護と教育の一体的展開 

2．生活にふさわしい場として、子ど

もが心地よく過ごすことのできる環

境を整備している。 

□室内の温度、湿度、換気、採光、音などの環

境は、常に適切な状態に保持している。 

□保育所内外の設備・用具や寝具の衛生管理に

努めている。 

□家具や遊具の素材、配置等の工夫をしてい

る。 

□一人ひとりの子どもが、くつろいだり、落ち

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・各クラスに温度計、湿度計を設置し、定期的に確認

することで、室内の温度や湿度などは、適切に保たれ

ています。午睡時は子どもの表情が確認できるよう、

暗くなり過ぎないようにカーテン等で採光を調節し

ています。 

・園内外の設備・用具や寝具の衛生管理については、

看護師が中心となり取り組んでいます。看護師は、感

染症が発生した際の使用する消毒液等を含めた対応

方法やプール遊びの際の塩素の濃度などについて伝

えています。 

・一人ひとりの子どもがくつろいだり、落ち着ける場

所として、ラックの使用や遊ぶ場所から少し離れた場
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着ける場所がある。 

□食事や睡眠のための心地よい生活空間が確

保されている。 

□手洗い場、トイレは、明るく清潔で、子ども

が利用しやすい設備を整え、安全への工夫がさ

れている。 

所の使用、保育者がさりげなく休める場所を確保する

などの取り組みが行われています。今後は、クッショ

ンを置いたり、くつろげるスペースを作るなど落ち着

ける場所の設置が期待されます。 

・0～2 歳児クラスは食事スペースと午睡スペースを

分け、一人ひとりの生活リズムに合わせて、食事や睡

眠のための心地よい生活空間を確保しています。3～5

歳児は食事後に食事のスペースを片付けて、午睡して

います。 

・トイレは、明るく清潔に保たれ、子どもになじみや

すいキャラクターを貼るなど、子どもが安心して利用

できる環境となっています。 

3．一人ひとりの子どもを受容し、子

どもの状態に応じた保育を行ってい

る。 

□子どもの発達と発達過程、家庭環境等から生

じる一人ひとりの子どもの個人差を十分に把

握し、尊重している。 

□子どもが安心して自分の気持ちを表現でき

るように配慮し、対応している。 

□自分を表現する力が十分でない子どもの気

持ちをくみとろうとしている。 

□子どもの欲求を受け止め、子どもの気持ちに

そって適切に対応している。 

□子どもに分かりやすい言葉づかいで、おだや

かに話している。 

□せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないようにしている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・月 1 回実施される、職員会議、給食会議、リーダー

会議、フロアー会議、クラス会議等を通して、子ども

の発達過程や家庭での生活の様子を把握し、職員間で

共有しています。 

・子どもが安心して自分の気持ちを表現できるよう

に、職員を基準より多く配置しています。職員を基準

より多く配置することで、靴を履くなどの生活習慣の

際に、保育者がゆとりを持って子どもと関わる環境と

なっています。また、集団に入ることが苦手な子ども

がいた際も、じっくりと関わりながら、子どもの気持

ちを代弁し、子どもが自分の気持ちを表現できるよう

に配慮し、対応しています。 

・子どもに分かりやすい言葉づかいとして、「走らな

いで」など否定的な言葉ではなく、「歩こうね」と肯定

的に伝えるとともに端的に伝えるよう配慮していま

す。また、せかす言葉や制止させる言葉を不必要に用

いないよう、事前に予定を伝えたり、片付ける時間を

伝えるなどの配慮をしています。 

4．子どもが基本的な生活習慣を身に

つけることができる環境の整備、援助

を行っている。 

□一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活

に必要な基本的な生活習慣を身につけられる

よう配慮している。 

□基本的な生活習慣の習得にあたっては、子ど

もが自分でやろうとする気持ちを尊重して援

助を行っている。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・一人ひとりの子どもの発達に合わせて、生活に必要

な基本的な生活習慣を身につけられるよう、保育者が

手本を見せたり、職員を基準より多く配置することで

子どもがゆったりと取り組めるよう配慮しています。

また、1 歳児から椅子に座って、保育者の介助で歯ブ

ラシを行ったり、3 歳児から戸外から園に戻ってきた

際に、うがいを行うなど発達過程に合わせて行える生

活習慣を取り入れることで、経験が積み重ねられ、自

然と生活習慣が身に付くよう配慮しています。 
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□基本的な生活習慣の習得にあたっては、強制

することなく、一人ひとりの子どもの主体性を

尊重している。 

□一人ひとりの子どもの状態に応じて、活動と

休息のバランスが保たれるように工夫してい

る。 

□基本的な生活習慣を身につけることの大切

さについて、子どもが理解できるように働きか

けている。 

 
・園ではボタンを留めたり、シュシュなどの手先を使

った遊びや、モンテッソーリ教具を使って洗濯物を干

す、コップに水を注ぐなどを行うことで、着脱等の生

活習慣が身に付くような配慮をしています。 

・基本的な生活習慣を身につけることの大切さについ

て、看護師による手洗い指導や歯磨き指導、また体の

仕組みなどについて話しました。また、栄養士から三

食食品群の分類等を伝えるなど、バランスよく食べる

ことの大切さなどについて伝えています。 

5．子どもが主体的に活動できる環境

を整備し、子どもの生活と遊びを豊か

にする保育を展開している。 

□子どもが自主的・自発的に生活と遊びができ

る環境を整備している。 

□子どもが自発性を発揮できるよう援助して

いる。 

□遊びの中で、すすんで身体を動かすことがで

きるよう援助している。 

□戸外で遊ぶ時間や環境を確保している。 

□生活と遊びを通して、友だちなどと人間関係

が育まれるよう援助している。 

□子どもたちが友だちと協同して活動できる

よう援助している。 

□社会的ルールや態度を身につけていくよう

配慮している。 

□身近な自然とふれあうことができるよう工

夫している。 

□地域の人たちに接する機会、社会体験が得ら

れる機会を設けている。 

□様々な表現活動が自由に体験できるよう工

夫している。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・子どもが自主的・自発的に生活と遊びができるよう

配慮しています。生活については、子どもの手の届く

ところに着替えやティシュを置くことで、自ら着脱や

衛生面に関して取り組めるようにしています。遊びに

ついては、発達や興味に沿った玩具を、自分で選び取

れる高さや入れ物を用意し、遊び終えた時にも自分で

しまうことが出来るように整備しています。 

・遊びの中で、すすんで身体を動かすことができるよ

う援助しています。室内では、マットやフープ、長椅

子やマットなどを使用しサーキットを作り、ケンケン

やよじ登り、マットの上で前回りやゴロゴロところが

るなど様々な動きを楽しんでいます。また、年に 3 回、

4，5 歳児クラスを対象とした体操教室を実施してい

ます。体操教室では、わになどの動物になり四肢の動

きを楽しんだり、うつぶせになった保育者をケーキに

見立てて、子どもが保育者をひっくり返すなどの遊び

を楽しんでいます。戸外では、身近な自然と触れ合っ

たり、思い切り身体を動かせる場所を選び、積極的に

散歩に出かけています。また、園庭には、雲梯や滑り

台、高さの違う鉄棒や砂場があり、一人ひとりが十分

に身体を動かせるよう配慮しています。 

・散歩中でのあいさつなどに加え、クッキング活動の

際に、年長児が近隣のスーパーに買い物に行くなど、

様々な人との関わりが出来る機会を作っています。 

・自由に表現活動が出来るように、3 歳児クラスから

個々の道具箱があり、粘土や自由画帳、クレヨン、の

り、はさみなどが入っており、子どもは自由に取り出

して様々な表現活動が自由に体験できるよう工夫し

ています。 
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6．乳児保育（0 歳児）において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□0 歳児が、長時間過ごすことに適した生活と

遊び及び環境への工夫がされている。 

□0 歳児が、安心して、保育士等と愛着関係（情

緒の安定）が持てるよう配慮している。 

□子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを

している。 

□0 歳児が、興味と関心を持つことができる生

活と遊びへの配慮がされている。 

□0 歳児の発達過程に応じて、必要な保育を行

っている。 

□0 歳児の生活と遊びに配慮し、家庭との連携

を密にしている。 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

 

 

・0 歳児が、安心して、保育者等と愛着関係（情緒の

安定）が持てるよう、緩やかな担当制を導入していま

す。食事、排泄、着脱という生活の核になる育児部分

を、できる限り決まった保育者が担当することで、子

どもの情緒の安定を保ちながら、安心して過ごせるよ

う配慮しています。 

・子どもの表情を大切にし、応答的な関わりを意識し

ています。一例として、介助する際は「口を拭くよ」

など動作を事前に言葉にしてから介助することや、

「～しようね」など、声を掛けながらおむつ替えや着

替えを行っています。 

・0 歳児の発達過程に応じて、部屋で遊ぶ時間と散歩

の時間や水遊びの時間を取り入れるなど、静と動の活

動をバランスよく取り入れています。また、切ったホ

ースを容器の中に入れるなど、目と手の協応を促す手

作り玩具を作るなど、発達に合わせた玩具を用意し、

興味と関心を持つことができる配慮しています。 

・子ども一人ひとりのリズムに合わせて生活が出来る

ように、生活と遊びの空間を分けています。子どもた

ちの成長に考慮し、環境を変更しています。 

・家庭とは、連絡帳や送迎時の会話から情報の共有を

行うとともに、個人面談等を通して連携を密にしてい

ます。 

7．1 歳以上 3 歳未満児の保育におい

て、養護と教育が一体的に展開される

よう適切な環境を整備し、保育の内容

や方法に配慮している。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、子どもが

自分でしようとする気持ちを尊重している。 

□探索活動が十分に行えるような環境を整備

している。 

□子どもが安定して遊びを中心とした自発的

な活動ができるよう、保育士等が関わってい

る。 

□子どもの自我の育ちを受け止め、保育士等が

適切な関わりをしている。 

□保育士等が、友だちと関わりの仲立ちをして

いる。 

□様々な年齢の子どもや、保育士以外の大人と

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・基準より多くの職員を配置することで、保育者がゆ

とりを持って子どもと接することができる体制を整

えています。職員体制を整えることで、子どもがゆっ

たりと最後まで自分で行える時間を確保しています。 

・探索活動が十分に行えるよう、圧縮袋に水とビーズ

を入れて、水の感触やビーズの動きを楽しむ玩具を置

くなどの工夫を行うとともに、パーテーションの金

具、棚や扉の角などを転倒防止のクッションで覆うな

ど安全面に配慮しています。 

・子どもの自我の育ちを受け止め、保育者等が適切な

関わりができるよう、月 1 回のクラス会議等を通し

て、一人ひとりの子どもの様子を共有し、同じ関わり

ができるよう配慮しています。共有では、子どもの行

動の背景を検討し、個々に合わせた適切な関わりにつ

なげています。 

・様々な年齢の子どもとの関わりとして、0，1 歳児ク
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の関わりを図っている。 

□一人ひとりの子どもの状況に応じ、家庭と連

携した取組や配慮がされている。 

ラスでは同じ保育室で過ごすことで、0 歳児が 1 歳児

クラスの真似をしたり、英語の活動を一緒に行うなど

の取り組みが行われています。3～5 歳児は日頃から

異年齢で過ごすことで、4 歳児が 5 歳児に憧れを持っ

て生活するなどの姿が見られます。保育者以外の大人

との関わりとして、看護師が毎日各クラスを巡回し、

一人ひとりの子どもの体調等を確認するとともに、毎

月の身体測定を実施しています。 

・一人ひとりの子どもの状況に応じ、トイレトレーニ

ングを勧めるなど、家庭と連携した取り組みや配慮が

されています。 

8．3 歳以上児の保育において、養護

と教育が一体的に展開されるよう適

切な環境を整備し、保育の内容や方法

に配慮している。 

□3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しな

がら、遊びを中心とした興味関心のある活動に

取り組めるような環境を整え、保育士等が適切

に関わっている。 

□4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力

を発揮しながら、友だちとともに楽しみながら

遊びや活動に取り組めるような環境を整え、保

育士等が適切に関わっている。 

□5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひと

りの子どもの個性が活かされ、友だちと協力し

て一つのことをやり遂げるといった遊びや活

動に取り組めるような環境を整え、保育士等が

適切に関わっている。 

□子どもの育ちや取り組んできた協同的な活

動等について、保護者や地域・就学先の小学校

等に伝える工夫や配慮がされている。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・3 歳児の保育に関して、集団の中で安定しながら、

遊びを中心とした興味関心のある活動に取り組める

ような環境を整え、保育者等が適切に関わっていま

す。一例として、公園でダンゴムシを探すことがブー

ムになった際に、室内に虫の本や図鑑を置き、一人ひ

とりの驚きや発見を十分に認め、興味・関心がより深

まるよう配慮しました。また、公園でかけっこを楽し

む姿が見られたため、保育者がしっぽ取りゲームを取

り入れるなどの取り組みも行いました。 

・4 歳児の保育に関して、集団の中で自分の力を発揮

しながら、友だちとともに楽しみながら遊びや活動に

取り組めるような環境を整え、保育者等が適切に関わ

っています。一例として、インタビューごっこという

遊びの中で、自分の好きなことや夏休みに出かけた場

所などを発表する機会を設けました。発表を通して自

信をもって自分のことを話す経験をするとともに、発

表を聞くことで、相手の話を聞き、質問する経験をし

ています。 

・5 歳児の保育に関して、集団の中で一人ひとりの子

どもの個性が活かされ、友だちと協力して一つのこと

をやり遂げるといった遊びや活動に取り組めるよう

な環境を整え、保育者等が適切に関わっています。一

例として、保育者は運動会で実施するプログラムや内

容を子どもたちとともに一緒に考え進めています。現

在、子どもたちから組体操に取り組みたいと言う意見

を踏まえ、組体操の色々な技に取り組み、自分たちが

できる技を検討しています。また、クラスで育てたな

すなどの野菜を、その日の献立に入れてもらい、感謝
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の気持ちを手紙で給食職員に伝える取り組みが行わ

れました。手紙作成の際は、文字を書くことが得意な

子が文章を書き、絵を描きたい子は絵を描き協力して

一枚の手紙を作り上げました。 

9．障害のある子どもが安心して生活

できる環境を整備し、保育の内容や方

法に配慮している。 

□建物・設備など、障害に応じた環境整備に配

慮している。 

□障害のある子どもの状況に配慮した個別の

指導計画を作成し、クラス等の指導計画と関連

づけている。 

□計画に基づき、子どもの状況と成長に応じた

保育を行っている。 

□子ども同士の関わりに配慮し、共に成長でき

るようにしている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□必要に応じて、医療機関や専門機関から相談

や助言を受けている。 

□職員は、障害のある子どもの保育について研

修等により必要な知識や情報を得ている。 

□保育所の保護者に、障害のある子どもの保育

に関する適切な情報を伝えるための取組を行

っている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・門扉から玄関まではスロープになっており、手すり

も設置されています。玄関は段差のないバリアフリー

構造になっているとともに、多目的トイレが設置され

ています。 

・特別な配慮を必要とする子どもに対しては、個別に

指導計画を立案し、クラスの月案を意識しながら進め

ています。子どもの様子や経過・配慮の仕方などは、

会議で話し合い、４期に分けた振り返りが行われてい

ます。日々の子どもの様子を保護者と細目に共有する

とともに、年に１回実施される療育センターの巡回相

談後にカンファレンスを実施し、子どもの状況と成長

に応じた保育につなげています。 

・子ども同士の関わりに配慮し、共に成長できるよう

インクルーシブ保育を踏まえた関わりを実践してい

ます。一例として、活動のスケジュールを示す、座る

席や寝る場所を一定にするなど、一人ひとりのニーズ

に合わせた関わりを行っています。このような関わり

の中で、自然と子どもたちが認め合う姿につながって

います。 

・市や区が主催する研修に参加し、障害のある子ども

の保育について、必要な知識や情報を得ています。 
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10．長時間にわたる保育のための環

境を整備し、保育の内容や方法に配慮

している。 

□1日の生活を見通して、その連続性に配慮し、

子ども主体の計画性をもった取組となってい

る。 

□家庭的でゆったりと過ごすことができる環

境を整えている。 

□子どもの状況に応じて、おだやかに過ごせる

ように配慮している。 

□年齢の異なる子どもが一緒に過ごすことに

配慮している。 

□保育時間の長い子どもに配慮した食事・おや

つ等の提供を行っている。 

□子どもの状況について、保育士間の引継ぎを

適切に行っている。 

□担当の保育士と保護者との連携が十分にと

れるように配慮している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

・長時間にわたる保育については、全クラスの月案に

長時間保育の項目が設けられ、「個々の様子に合わせ、

適切な休息が取れるよう配慮していく」等、各年齢に

合わせた内容が記載されています。 

・家庭的でゆったりと過ごすことができるよう、夕方

の時間の合同保育の際は、子どもの年齢や人数に応じ

て過ごす部屋や職員配置、過ごす時間等に配慮し、子

どもが落ち着いて過ごせる環境づくりに努めていま

す。 

・年齢の異なる子どもが一緒に過ごす際に、活動のス

ペースを分けたり、遊びの内容を変えるなど、子ども

の状況に応じて、おだやかに過ごせるように配慮して

います。 

・子どもの状況について、口頭で確認するとともに、

引継ぎ簿を利用し、保育者間の引継ぎを適切に行って

います。引継ぎ簿は、園児名、登降園時間、連絡事項

等の項目が設けられ、引継ぎ者が保護者に伝えた後に

チェックを入れています。 

11．小学校との連携、就学を見通した

計画に基づく、保育の内容や方法、保

護者との関わりに配慮している。 

□計画の中に小学校との連携や就学に関連す

る事項が記載され、それに基づいた保育が行わ

れている。 

□子どもが、小学校以降の生活について見通し

を持てる機会が設けられている。 

□保護者が、小学校以降の子どもの生活につい

て見通しを持てる機会が設けられている。 

□保育士等と小学校教員との意見交換、合同研

修を行うなど、就学に向けた小学校との連携を

図っている。 

□施設長の責任のもとに関係する職員が参画

し、保育所児童保育要録を作成している。 

 

 

 

B 

 

 

 

A 

・全体的な計画には、小学校との連携の項目が設けら

れ、「保育所保育が小学校以降の生活や学習の基礎と

なることに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通じ

て、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培

う」等が記載されています。 

・子どもが、小学校以降の生活について見通しを持て

るよう、アプローチカリキュラムを作成し、様々な体

験ができるよう配慮しています。一例として、近隣の

園の年長児との交流や学区内の小学校との交流を積

極的に行っています。小学校との交流では、年長児が

１年生と公園でドングリを拾い、ドングリを使った工

作を楽しんだり、学校に訪問し教科書を見たりランド

セルを背負う体験等を行っています。 

・保護者には、懇談会や個人面談を通して、基本的生

活習慣の習得状況や友だち関係等を共有し、その際に

就学に向けての不安な点等の相談に応じています。 

・幼保小連絡協議会への参加や、幼保小の架け橋プロ

グラムの研修に参加するなど、就学に向けた小学校と

の連携を図っています。 

・保育所児童保育要録は、5 歳児担任が作成し園長が

確認した上で、就学先小学校に提出しています。 
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A－１－(３)  健康管理 

12．子どもの健康管理を適切に行っ

ている。 

□子どもの健康管理に関するマニュアルがあ

り、それに基づき一人ひとりの子どもの心身の

健康状態を把握している。 

□子どもの体調悪化・けがなどについては、保

護者に伝えるとともに、事後の確認をしてい

る。 

□子どもの保健に関する計画を作成している。 

□一人ひとりの子どもの健康状態に関する情

報を、関係職員に周知・共有している。 

□既往症や予防接種の状況など、保護者から子

どもの健康に関わる必要な情報が常に得られ

るように努めている。 

□保護者に対し、保育所の子どもの健康に関す

る方針や取組を伝えている。 

□職員に乳幼児突然死症候群（SIDS）に関する

知識を周知し、必要な取組を行っている。 

□保護者に対し、乳幼児突然死症候群（SIDS）

に関する必要な情報提供をしている。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

・子どもの毎日の健康状態は、受け入れ時に視診等で

確認しています。また、月１回の身体測定、年２回の

健康診断及び歯科健診を通して把握しています。 

・子どもの体調悪化・けがなどについては看護師に伝

え、看護師から園長または主任に伝えています。保護

者には、けがの状況に応じて、担当保育者または看護

師から保護者に連絡しています。経過に関しては、保

護者に伝えた際の保護者の様子も踏まえ、決められた

書式に記載し、園長に報告しています。 

・看護師が年間保健計画を作成しています。年間保健

計画には、保健目標、保健行事、保健活動、保健指導

の項目が設けられています。計画に基づいて、手洗い・

うがい、歯磨き指導、衣服の調節等への取り組みが実

施されています。 

・予防接種を受けた際は、保護者は母子手帳で該当す

る部分のコピーを提出し、看護師が健康台帳に記録し

ています。 

・入園のしおり、毎月発行する保健だより等を通して、

子どもの健康に関する方針や取り組みを保護者に伝

えています。保健だよりでは、熱中症や、歯磨きの方

法、子どもの爪の切り方等について伝えています。園

内で感染症が確認された場合には掲示を行い、注意喚

起を図っています。 

・乳幼児突然死症候群については、保育室内に SIDS

に関するポスター等を掲示し、また予防マニュアルを

活用して、保護者に必要な情報提供を行っています。 

13．健康診断・歯科健診の結果を保育

に反映している。 

□健康診断・歯科健診の結果が記録され、関係

職員に周知されている。 

□健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計

画等に反映させ、保育が行われている。 

□家庭での生活に生かされるよう保育に有効

に反映されるよう、健康診断・歯科健診の結果

を保護者に伝えている。 

 

 

B 

 

 

 

A 

 

・年２回の健康診断及び歯科健診を実施しています。

結果は個人台帳に記載し、担当保育者、看護師、保護

者で共有しています。 

・健康診断・歯科健診の結果を保健に関する計画等に

反映させ、保育が行われています。一例として、看護

師による歯磨き指導、就学前には歯科医による染出し

液を使用した歯磨き指導も行っています。また、カウ

プ指数を算出し、個々の健康状態等を把握し家庭と共

有しています。 

14．アレルギー疾患、慢性疾患等のあ

る子どもについて、医師からの指示を

受け適切な対応を行っている。 

□アレルギー疾患のある子どもに対して、「保

 

 

 

 

・アレルギー疾患のある子どもに対しては、保育所に

おけるアレルギー対応ガイドラインをもとに、子ども

の状況に応じた適切な対応を行っています。食事の提

供の際は、専用トレー、食器を使用し、調理室で調理
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育所におけるアレルギー対応ガイドライン」を

もとに、子どもの状況に応じた適切な対応を行

っている。 

□慢性疾患等のある子どもに対して、医師の指

示のもと、子どもの状況に応じた適切な対応を

行っている。 

□保護者との連携を密にして、保育所での生活

に配慮している。 

□食事の提供等において、他の子どもたちとの

相違に配慮している。 

□職員は、アレルギー疾患、慢性疾患等につい

て研修等により必要な知識・情報を得たり、技

術を習得している。 

□他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取組を行

っている。 

 

 

B 

 

 

B 

師と保育者がメニュー表を見て提供内容を確認後、保

育室内にて、保育者間で再度提供内容を確認してか

ら、最初に配膳しています。提供する際には、他の子

どもの介助に入らない保育者が、専用のテーブルで白

衣を着て提供を行っていました。 

・慢性疾患等のある子どもに対して、保護者と看護師

が面談を行い、医師の指示のもと適切な対応を行って

います。 

・アレルギー疾患のある子どもに対して、入園の際は、

園長、担任、栄養士、看護師で保護者面談を行い、保

護者との連携を密にして情報共有を行うことで、子ど

もの状況に応じた適切な対応を行っています。 

・アレルギー疾患、慢性疾患等について研修等により

必要な知識・情報を得たり、技術を習得し、日ごろの

保育に役立てています。 

・現在、他の子どもや保護者にアレルギー疾患、慢性

疾患等についての理解を図るための取り組みは実施

されていません。今後は、保健だよりや給食だより等

を通して保護者の理解を図るための取り組みや、日頃

の保育の中で絵本等を通して他の子どもへの理解を

図るための取り組み等が期待されます。 

A－１－(４)  食事 

15．食事を楽しむことができるよう

工夫をしている。 

□食に関する豊かな経験ができるよう、保育の

計画に位置づけ取組を行っている。 

□子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環

境・雰囲気づくりの工夫をしている。 

□子どもの発達に合わせた食事の援助を適切

に行っている。 

□食器の材質や形などに配慮している。 

□個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう

に工夫している。 

□食べたいもの、食べられるものが少しでも多

くなるよう援助している。 

□子どもが、食について関心を深めるための取

組を行っている。 

□子どもの食生活や食育に関する取組につい

て、家庭と連携している。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

A 

 

 

・年食育計画を作成し、食に関する経験が計画的に出

来るように取り組んでいます。食育計画では、年齢ご

との子どもの姿に対して、ねらい、内容、保育士の援

助・栄養士の配慮事項が記載されています。内容には、

食と人間関係、食と健康、食と文化、いのちの育ちと

食、料理と食の項目が設けられ、食に関する豊かな経

験ができるよう、保育の計画に位置づけ取り組みが行

われています。 

・子どもが楽しく、落ち着いて食事をとれる環境・雰

囲気づくりの工夫をしています。一例として、一人ひ

とりの子どもの食事の様子に合わせ、同じテーブルで

食事をとるメンバーの構成等に配慮しています。 

・子どもの発達に合わせた食事の援助を適切に行って

います。一例として、3 歳児以上では、配膳を自分で

行い、今後は盛り付けも子どもが行う予定となってい

ます。 

・食器はセラミック素材の物を用い、年齢やメニュー

に合わせて食器の大きさ、形状を使い分けています。
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また、手に入る大きさの食器を用いることや落とした

ら割れてしまう素材を使用することで大切に扱う意

識が芽生えるよう取り組んでいます。食具は年齢によ

って柄の長さ等を変えたり、年長児は箸の使用を始め

るなど、子どもの発達に合わせた食事の援助を適切に

行っています。 

・個人差や食欲に応じて、量を加減できるよう盛り付

けられた量を見て、子どもが自分で選び配膳したり、

量を減らすことを保育者に伝えるなどの取り組みが

行われています。 

・子どもが、食について関心を深めるための取り組み

として、季節の野菜を育てたり、クッキングに取り組

んでいます。一例としてクッキングでは、３歳児以上

が協力してスイートポテトづくりに取り組みました。

スイートポテトを入れるカップに自分の名前を書い

て焼くことで、自分が作ったものを食べることができ

好評でした。 

・子どもの食生活や食育に関する取り組みについて、

給食室の入り口にその日の給食のカラー写真を掲示

したり、給食だよりで献立のレシピを紹介していま

す。また、食材のイラストを赤（体を作る）、緑（体の

調子を良くする）、黄色（力の元になる）の色別の表に

示したり、とうもろこしの原寸のイラストを給食室前

に貼り出し、子どもが原寸のイラストで背比べをする

などの取り組みが行われました。 

16．子どもがおいしく安心して食べ

ることのできる食事を提供している。 

□一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を

考慮した、献立・調理の工夫をしている。 

□子どもの食べる量や好き嫌いなどを把握し

ている。 

□残食の調査記録や検食簿をまとめ、献立・調

理の工夫に反映している。 

□季節感のある献立となるよう配慮している。 

□地域の食文化や行事食などを取り入れてい

る。 

□調理員・栄養士等が、食事の様子を見たり、

子どもたちの話を聞いたりする機会を設けて

いる。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

A 

 

・一人ひとりの子どもの発育状況や体調等を考慮し

た、献立・調理の工夫をしています。一例として、離

乳食は月齢だけでなく、保護者とよく話し合い、一人

ひとりに合った形態で提供しています。 

・月１回実施される給食会議を通して、子どもの食べ

る量や好き嫌いなどを把握しています。会議では、前

月のメニューの各クラスの喫食状況を報告したり、献

立内容、味付け、食材の大きさ、硬さ等について栄養

士と保護者で情報共有しています。 

・残食の調査記録や検食簿をまとめたり、日々の喫食

状況を保育者から聞くなどして、子どもの嗜好や栄養

バランス等を考慮し、栄養士が献立や調理の工夫に反

映しています。 

・季節感のある献立となるよう配慮しています。一例
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□衛生管理の体制を確立し、マニュアルに基づ

き衛生管理が適切に行われている。 

として、春キャベツを使ったサラダや、夏には冬瓜ス

ープ、またイチゴや柿、梨など季節の果物を提供して

います。 

・行事食にはご飯をこいのぼりに見立てたこいのぼり

カレーや、人参を星の形に切りそうめんに添えること

で天の川のように見立てた献立などを提供し、子ども

たちに喜ばれています。 

・栄養士は各クラスを巡回し、子どもの喫食状況を確

認したり、献立や食に関する子どもの質問に応えるな

ど、日ごろから交流が図られています。 

・衛生管理マニュアルに基づき、衛生管理が適切に行

われています。 

 

 

A－Ⅱ 子育て支援 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－２－(１)  家庭との緊密な連携 

17．子どもの生活を充実させるため

に、家庭との連携を行っている。 

□連絡帳等により家庭との日常的な情報交換

を行っている。 

□保育の意図や保育内容について、保護者の理

解を得る機会を設けている。 

□様々な機会を活用して、保護者と子どもの成

長を共有できるよう支援をしている。 

□家庭の状況、保護者との情報交換の内容を必

要に応じて記録している。 

 

 

 

B 

 

 

 

 

A 

 

・０～２歳児は連絡帳を用いて、日々の体調や生活の

様子について家庭と情報交換を行い、３歳児以上は、

活動の写真と内容に関するコメント記載し、クラスの

活動の様子を伝えています。また、送迎時に簡単なエ

ピソードを共有することでコミュニケーションを図

り、信頼関係を築けるよう心がけています。 

・年１回の個人面談、年２回のクラス懇談会を実施し、

保育の意図や保育内容について、保護者の理解を得る

機会を設けています。出席率は非常に高いことから、

保護者の保育への関心度高さが伺えるとともに、理解

を得る機会となっていることが見受けられます。 

・ホームページでは保護者専用のページを設け、日々

の保育の様子を写真で掲載するなど、保護者と子ども

の成長を共有できるよう支援しています。 

A－２－(２)  保護者等の支援 

18．保護者が安心して子育てができ

るよう支援を行っている。 

□日々のコミュニケーションにより、保護者と

の信頼関係を築くよう取組を行っている。 

□保護者等からの相談に応じる体制がある。 

□保護者の就労等の個々の事情に配慮して、相

 

 

B 

 

 

A 

・保護者が安心して子育てが出来るように、日々のコ

ミュニケーションを重視して信頼関係を築いていま

す。送迎の際にその日の子どもの微笑ましい姿や成長

が伝わるエピソードを伝えるよう心がけています。 

・年１回実施される個人面談では、保護者は事前に質

問事項や子どもの様子で気になる点等を記入し提出

することで保育者の理解が深まり、改善策等を一緒に
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談に応じられるよう取組を行っている。 

□保育所の特性を生かした保護者への支援を

行っている。 

□相談内容を適切に記録している。 

□相談を受けた保育士等が適切に対応できる

よう、助言が受けられる体制を整えている。 

考える機会となっています。共有された内容は個人面

談表に記載しています。また、６月と 11 月の年２回

実施される運営委員会では、各クラスの代表者が出席

し様々な意見を交換しています。その際に、保護者か

らの要望で、定額料金を支払うことで一定期間、商品

やサービスを利用できる仕組みであるサブスクリプ

ションを導入し、おむつやエプロンを対象としたサー

ビスが開始されました。 

・園の特性を生かした保護者への支援の一環として、

懇談会の際に、各家庭の困りごとや流行っている遊

び、名前の由来について紹介し合うなど、保護者同士

が交流できるよう工夫しています。 

・相談を受けた内容は、必ず所定の用紙に記録し保育

者間で情報共有するなど、相談を受けた保育者が適切

に対応できる体制が整えられています。 

19．家庭での虐待等権利侵害の疑い

のある子どもの早期発見・早期対応及

び虐待の予防に努めている。 

□虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

子どもの心身の状態、家庭での養育の状況につ

いて把握に努めている。 

□虐待等権利侵害の可能性があると職員が感

じた場合は、速やかに保育所内で情報を共有

し、対応を協議する体制がある。 

□虐待等権利侵害となる恐れがある場合には、

予防的に保護者の精神面、生活面の援助をして

いる。 

□職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子

どもの状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵

害に関する理解を促すための取組を行ってい

る。 

□児童相談所等の関係機関との連携を図るた

めの取組を行っている。 

□虐待等権利侵害を発見した場合の対応等に

ついてマニュアルを整備している。 

□マニュアルに基づく職員研修を実施してい

る。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・入園の際に、保護者は児童票や現況表を記入し、そ

の内容から各家庭の養育状況等の情報収集を行って

います。 

・職員は、虐待等権利侵害の兆候を見逃さないように、

送迎時の保護者の様子や関わりの様子、着替え等の際

に細かく観察し、早期発見、予防に努めています。 

・職員に対して、虐待等権利侵害が疑われる子どもの

状態や行動などをはじめ、虐待等権利侵害に関する理

解を促すための取り組みの一環として、保護者の言動

や子どもの痣、傷等、虐待等の兆候を発見した際は、

速やかに園長、主任に報告し対応について話し合って

います。また、必要に応じて、痣、傷等の写真を撮っ

たり、その際の状況を記録しています。状況や内容に

ついては、職員会議等で報告し、情報共有を図ってい

ます。 

・必要に応じて児童相談所や区の担当課等の関係機関

との連携を図るための取り組みを行っています。 

・虐待等権利侵害を発見した場合の対応等について、

虐待対応マニュアルや虐待対応ハンドブック等を整

備しています。 

・職員は虐待対応の研修や保護者対応の研修に参加し

適切に対応できるよう、日々研鑽を重ねています。 
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A－Ⅲ 保育の質の向上 

評価分類・評価項目 
自己 

評価 

評価 

結果 
評価の理由（コメント）・評価根拠 

A－３－(１)  保育実践の振り返り

（保育士等の自己評価） 

20．保育士等が主体的に保育実践の

振り返り（自己評価）を行い、保育実

践の改善や専門性の向上に努めてい

る。 

□保育士等が、記録や職員間の話し合い等を通

じて、主体的に自らの保育実践の振り返り（自

己評価）を行っている。 

□自己評価にあたっては、子どもの活動やその

結果だけでなく、子どもの心の育ち、意欲や取

り組む過程に配慮している。 

□保育士等の自己評価を、定期的に行ってい

る。 

□保育士等の自己評価が、互いの学び合いや意

識の向上につながっている。 

□保育士等の自己評価に基づき、保育の改善や

専門性の向上に取り組んでいる。 

□保育士等の自己評価を、保育所全体の保育実

践の自己評価につなげている。 

 

 

 

 

B 

 

 

 

 

 

 

 

 

B 

 

 

・職員は、次の週・月・年の指導計画を作成する際に、

子どもの活動やその結果だけでなく、子どもの心の育

ち、意欲や取り組む過程を大切にし、適切に対応でき

ていたかなどを評価・反省し、次回の計画に反映して

います。 

・全職員は年に１回、個人用チェックシートを用い、

自己評価を実施しています。自己評価では、保育理念、

保育目標、保育方針の項目が設けられ、保育者が専門

性を高めながら保育の内容・質を充実させる、子ども

の主体的な発達要求・意欲を発揮させるよう支援する

など具体的な内容に沿って６段階評価で振り返りが

行われています。各職員が振り返った内容について

は、自己評価のまとめとして数値化されるとともに、

年間で課題として取り組んだことや心掛けたこと、今

年度の成果、今後取り組みたいこととして具体的な内

容としてまとめられ、保護者に公表しています。今後

は、まとめられた内容について職員会議等で議題に挙

げ、園全体として振り返ることで、互いの学び合いや

意識の向上につなげるとともに、職場全体のさらなる

専門性の向上が図られることが期待されます。 

 


